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第28頂図　その他の土坑実測図（5）
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その他の士坑土層解説

第7号土坑土層解説

1　極∴暗　褐　色　ロームブロック微量

第25号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量

第27号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　　色　ロームブロック少量

第28号土坑土層解説

1　極∴暗　褐　色　ロームブロック少量

第42号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
2　極　暗　褐　色　炭化粒子・砂粒中量，焼土プロ、ノク・粘土粒子少量

3　褐　　　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量，
ロームブロック微量

4　異　　　色　炭化物中量，焼土ブロック・ロームブロック少量，
砂粒微量

第47号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロツ

2　暗　褐　色　ロームプロッ
3　異　　　　色　ロームプロツ

第48号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームプロツ

2　暗　褐　色　ロームプロツ

3　極　暗　褐　色　ロームプロツ

ク少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ク中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ク少量

ク少量
ク中量
ク中量

第53号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローームブロック中量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量

第59号土坑土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　　色　炭化物・ロームブロック微量

第60号土坑土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量

第61号土坑土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック微量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第62号土坑土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック少量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量

第64号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第65号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼士ブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第67号土坑土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第68号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

第69号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・異色土粒微量

2　褐　　　　色　ロームブロック少量，異色土粒微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第70号土坑土層解説

1　褐　　　　色　ロームブロック微量

2　褐　　　　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第71号土坑土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・異色土粒微量
5　褐　　　　色　ロームブロック微量

第85号土坑土層解説

1　褐　　　　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第88号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック微量

第89号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　褐　　　　色　ロームブロック微量

第90号土坑土層解説

1　褐　　　　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第91号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

第121号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

第124号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

第126号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　ロームブロック多量，砂粒少量
3　極　暗　褐　色　ロームブロック多量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量

第127号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

－297－
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第285図　第62号土坑出土遺物実測図

第62号土坑出土遺物観察表（第270図）

ゴ∴＿＿＿＿＿＿＿一二二l－

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

797 土師質土器 皿 ［13．1］ （3．0） － 石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面横ナデ 覆土上層 10％

表12　その他の土坑一覧表

土 坑
位置

主軸方 向
平 面 形

規　 模 （m ） 深 さ

士
底面 出土遺物

備　　　 考

番 号 （長軸方 向） （長軸 ×短軸） （cm） （牒 →新）

7 B 4 C 2 N …350－W ［楕　 円　形 ］ 2．19×1．72 10 緩　 斜 緩　 斜 人　 為 馬歯 S D 8→本跡

25 B 4 i 6 －
円　　　　 形 1．10 22 外　 傾 平　 坦 人　 為 S I17p一一一十本跡

27 B 4 b 6 N －0 。 不　 整　 方　 形 （1．30）×1．24 24 緩　 斜 平 ：坦 人　 為 本跡→S K 28

2 8 B 4 b 6 N … 5 0－E 不 整 楕 円 形 1．48×1．22 8 緩　 斜 平　 二坦 人　 為 S K 27→本跡

42 B 4 j 4 － 円　　　　 形 1．02×0．95 23 緩　 斜 平 ：坦 人　 為 土師器片 S I15・16→本跡

47 D 4 h 3 － ［円　　 形 ］ ［1．10］×1．03 50 直　 立 平　 坦 人　 為 S I38・SD L ヰ本跡

48 D 4 i 3 － 円　　　　 形 1．04×1．00 30 外　 傾 平　 坦 人　 為 S I38一→本跡

53 D 4 h 2 － 円　　　　 形 1．07×0．97 48 直　 立 平　 坦 人　 為 S I38→本跡

59 D 4 a 4 …
円　　　　 形 0．96×0．94 36 外　 傾 平 ：坦 人　 為

60 D 4 b 4 － 円　　　　 形 1．04 ×1．02 10 緩　 斜 平　 坦 人　 為．

61 D 4 C 4 － 円　　　　 形 1．07×0．98 34 直　 立 平　 坦 人　 為

62 D 4 C 4 … 「I」　　　　 形 0．93×0．91 15 緩　 斜 平　 坦 人　 為 土 師質土器片

64 D 4 a 4 －
円　　　　 形 1．03×0．97 25 緩　 斜 平 ：坦 人　 為 SD 2・第2号方形竪穴遺構…十本跡

65 D 4 a 4 －
円　　　　 形 1．17×1．07 42 緩　 斜 平　 坦 人　 為 第 2 号方形竪 穴遺構→本跡

67 D 4 h 3 －
［円　　 形 ］ 0．89×〔0．82〕 30 外　 傾 平　 坦 人　 為 SD l→本跡

68 D 4 h 4 － 円　　　　 形 0．86×0．84 8 緩　 斜 平　 坦 人　 為

69 D 4 i 3 － 円　　　　 形 1．04 ×0．98 54 直　 立 平　 坦 人　 為 SD l・S K 70→奉跡

70 D 4 i 4 －
円　　　　 形 0．92 ×0．89 24 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡－→S K 69

7 1 D 4 i 4 －
円　　　　 形 ・イ　　′‘ヽ′‘ヽ、　ノ　1　　′ヽ′一ヽ1．U6 人1．UO 36 ん、I　　　！l謡ツト　　′l唄 上目平　 上土1 れ　　　　Jh

85 D 4 i 4 －
円　　　　 形 0こ99 ×0．95 29 外　 傾 平　 坦 人　 為 S I69 ・SK 88→本跡

88 D 4 j 4 － 円　　　　 形 1．08 ×［1．02］ 57 外　 傾 平　 坦 人　 為 SI69→本跡一斗S K 85・89

89 D 4 j 4 － 円　　　　 形 1．16 21 緩　 斜 平　 坦 人　 為 SI69 ・SK 88→本跡

90 D 4 i 4 － 円　　　　 形 1．02 ×0．95 31 外　 傾 平　 坦 人　 為 SI69→本跡

91 D 4 i 4 － 円　　　　 形 0．95×0．90 16 緩　 斜 平　 坦 人　 為 SI69…→本跡

121 D 4 i 2 －
円　　　　 形 1．47 ×1．45 71 外　 傾 平　 坦 人　 為

124 C 4 d 6 －
円　　　　 形 0．84 ×0．80 20 外　 傾 平　 坦 人　 為 SB 3P 5→ 本跡

126 C 4 e 7

N －72。－W

円　　　　 形 1．21×1．16 37 直　 立 平　 坦 人　 為

火打金

煙管

SIl－→本跡

127 C 4 e 7 ［円　　 形 ］ 1．04 ×（0．77） 24 直　 立 平　 坦 人　 為

1 A 3g 4 不 整 長 方 形 1．70 ×0．84 4 緩　 斜 平　 坦 人　 為

2 B 3 j 2 N －250－E 長　 方　 形 2．64 ×0．91 102 直　 立 平　 坦 人　 為 本跡→SK 6

SK 6→本跡

3 B 3 j 3 N …220－E 長　 方　 形 1．64 ×0．69 79 直　 立 平　 坦 人　 為

4 B 3 j 3 N …170－E 長　 方　 形 3．43 ×0．64 81 直　 立 平　 坦 人　 為

5 B 3 j 2 N －720－W ［長　 方　形 ］ （1．22）×0．82 84 直　 立 平　 坦 人　 為

6 B 3 j 2 N －120－E 長　 方　 形 3．07 ×0．65 72 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 2→本跡→SK 5

8 B 4 f 2 N － 7 0－W 不 整 長 方 形 1．38 ×0．80 30 外　 傾 平　 坦 人　 為 SD 8・SK 15→本跡

9 B 3 d O N －120－E 長　 方　 形 2．18 ×0．95 95 直　 立 平　 坦 人　 為
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土 坑

番 号

i

く

平 面 形
規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸 ）

深 さ

（cnl、）
壁面 底面 覆土 出土遺物

備　　　 考

用＿「→新）

10 B 3 d O N …9 0… E 長　 方　 形 2．11×0．87 22 外　 傾 平　 坦 人　 為

11 B 3 c O N … 9 0… E 長　 方　 形 2．11×1．12 57 直　 立 平　 坦 人　 為

12 A 4 i l N …90。…W 不 整 長 方 形 2．92 ×0．78 96 直　 立 凹　 凸 人　 為 SK 13・14→本跡

13 A 4 i l N …550…E ［長　 方　 形 ］ 0．98 ×（0．50） 38 外　 傾 平　 班 人　 為 SK 14→本跡→SK 12

14 A 4 j l N … 6 0…E ［長　 方　 形 ］ 0．92 ×（0．48） 36 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡→SK 1 3弓4

15 B 4 f 3 N － 8 。一一W 長　 方　 形 1．42 ×0．88 26 外　 傾 平　 坦 人　 為 S D 8→本跡→S K 8

2 9 A 4 g 3 N …11。…W 不 整 長 方 形 1．78×0．94 38 直　 立 平　 坦 人　 為 土師質土器片

31 D 4 e 6 N …82 0… E ［長　 方　 形 ］ （2．32）×0．62 97 直　 立 平　 出 人　 為 泥面子 S I3 3・SD 2・SK 54－→本跡

32 D 3 a O N …10 0… E 長　 方　 形 2．02 ×0．94 63 直　 立 平　 坦 人　 為

33 D 3 b 9 N － 8 。一E 長　 方　 形 ［0．90］×0．68 16 直　 立 平　 坦 人　 為

34 D 3 b O N －14 0－E 長　 方　 形 1．52 ×0．79 71 直　 立 平　 出 人　 為

35 I〕3 C 9 N － 6 0－E 長　 方　 形 2．25 ×1．05 115 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 3 6→ 本跡

36 D 3 C 9 N － 4 0－E 長　 方　 形 2．02 ×0．74 52 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡→SK 3 5

3 7 D 3 d 9 N … 9 0－E 長　 方　 形 2．10 ×0．50 82 直　 立 平　 坦 人　 為 S K 4 1→本跡

38 D 3 d 9 N …8 0…E 長　 方　 形 1．74×0．65 74 直　 立 凹　 凸 人　 為

39 D 3 d 9 N …82 0…W 長　 方　 形 1．04×0．80 6 緩　 斜 平　 坦 人　 為

41 D 3 d 9 N －12 0－ E ［長　 方　 形 ］ （1．28）×（0．58） （42） 直　 立 ［平 坦］ 人　 為 本跡→S K 37

49 D 3 g O N － 2 。－E 長　 方　 形 1．25×0．66 65 直　 立 平　 坦 人　 為 SI34→本跡

50 D 4 j 2 N －740…W 長　 方　 形 1．67 ×0．56 48 直　 立 平　 坦 人　 為 SI3 6′→本跡

52 D 4 h 2 N …130…E 長　 方　 形 1．35 ×0．69 55 直　 立 平　 坦 人　 為 SI38→本跡

73 C 3 b 3 N －18 0…E 長　 方　 形 1．86 ×0．52 16 外　 傾 平　 坦 人　 為 SI55→本跡

79 D 3 i 5 N －16 0－W 長　 方　 形 1．92×0．92 20 外　 傾 平　 坦 人　 為 SI6 1→本跡

80 E 4 C 3 N －20 0－E 長　 方　 形 2．56×0．84 50 直　 立 平　 二坦 人　 為

l

l

S I66 ・SD l ・3 ・4－→本跡

81 D 4 j 4 N －70 0…W ［長　 方　 形 ］ 2．16×0．58 50 直　 立 平　 坦 人　 為

人　 為

人　 為

S K 14 4・14 5→ 本跡→S K 143

82 D 4 j 4
［
N …71 0…W ［長　 方　 形 ］ 1．31×0．60 22 外　 傾 平　 坦 S D 3・SK 145→本跡→SK 146

8 4 E 4 e 3 N …23 0…E 長　 方　 形 3．50 ×0．66 60 直　 立 平　 二坦 S D Iw→本跡

87 E 4 e 3 N －250－E ［長　 方　 形 ］ ［1．98］×0．56 4 0 直　 立 平　 坦 人　 為

人　 為

人　 為

人　 為

SD 1－－ケ本跡

102 C 3 b 3 N …280…W ［長　 方　 形 ］ 1．72 ×1．00 2 8 外　 傾 平　 坦 SI5 5→本跡

S K 13 7→本跡

13 1 D 4 a 6 N …850－W 長　 方　 形 （2．45）×1．00 129 外　 傾 平　 坦

132 D 4 j 4 N …70 0－W 長　 方　 形 2．06 ×0．61 54 直　 立 平　 坦

133 D 4 j 4 N …72 0…W 長　 方　 形 2．42×0．54 52 直　 立 平　 出 人　 為

135 E 4 a 5 N －77 0－W 長　 方　 形 2．96×0．69 78 外　 傾

直　 立

外 可

凹　 Pl 人　 為

136 E 4 b 4 N －20 0…E 長　 方　 形 3．78 ×0．63 68 平　 坦 人　 為

137 E 4 b 4 N …15。…E 長　 方　 形 1．20 ×0．78 38 平　 坦 人　 為 本跡 一一ヰS K 13 6

本跡一→SK 142 ・14 3

13 8 D 4 j 5 N － 9 0…E 長　 方　 形 1．44 ×0．50 用 外　 傾 平　 坦 人　 為

139 D 4 j 5 N …810－－W ［長　 方　 形 ］ （1．28）×0．60 33 直　 立 平　 坦 人　 為

人　 為

人　 為

140 D 4 j 5 N －80 0－W ［長　 方　 形 ］ （0．65）×0．58 2 5 直　 音 平　 坦

14 1 E 4 a 5 N －70 0…W ［長　 方　 形 ］ （0．61）×（0．34） 16 外　 傾 平　 坦

142 E 4 a 5 N …68 0－W ［長　 方　 形 ］ （1．24）×（0．67） 38 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 14 1・14 3→本跡

14 3 E 4 a 5 N …73 0－W ［長　 方　 形 ］ 2．36×0．59 38 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 14 1→ 本跡L→S K 142

14 4 D 4 j 4 N －73 0－W ［長　 方　 形 ］ 1．98×0．62 44 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡→S K 8 1

14 5 D 4 j 4 N －690－W ［長　 方　 形 ］ 2．33 ×1．36 20 外　 傾 凹　 凸 人　 為 本跡→S K 8 1・82 ・14 7

147 D 4 j 4 N －730…W ［長　 方　 形 ］ （0．26）×0．64 16 外　 傾 平　 坦 人　 為 S D 3→本跡→SK 14 6

148 D 4 j 6 N －13 0－E ［長　 方　 形 ］ （0．36）×0．53 9 外　 傾 平　 坦 人　 為

149 】
D 4 i 6 N －16 0…E ［長　 方　 形 ］ （0．37）×0．58 15 外　 傾 平　 坦 人　 為

150 iD 4 i 6 i N －17 0－ E I［長　 方　 形 ］ （0．78）×0．66 13 外　 傾 平　 坦 人　 為
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土 坑

番 号
位置

主軸方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸ラ

深 さ

（cmラ
壁面 底面 覆土 出土遺物

備　　　 考

雄］→新）

151 D 4 i 6 N …14。…E ［長　 方　 形 ］ （私25）×0．47 11 外　 傾 平　 坦 人　 為

152 D 4 i 6 N －16 J…E ［長　 方　 形 ］ （1．48）×（0．60） 30 直　 立 平　 坦 人　 為

153 D 4 h 6 N …85。…E ［長　 方　 形 ］ （1．14）×（0．51） 10 外　 傾 平　 坦 人　 為

154 D 3 j O N －1圭 一E 長　 方　 形 1．65×0」7 （125） 直　 立 不　 明 人　 為 第 5 号方形竪穴遺構→ 本跡

168 D 3 f 5 N －70 J－W 長　 方　 形 2．47×0．52 45 直　 立 平　 坦 人　 為

169 D 3 f 5 N …72 0－W 長　 方　 形 2．37×0．45 58 直　 立 平　 坦 人　 為 S I5 9→ 本跡

17 0 D 3 f 5 N …78 0…W 長　 方　 形 私79×0．48 35 直　 立 平　 坦 人　 為

171 D 3 f 4 N －72ナ～W ［長　 方　形 ］ （0．61）×0．60 19 直　 立 平　 坦 人　 為 本跡′→S K 17 2

17 2 D 3 f 4 N －72 0－W 長　 方　 形 1．78 ×0．53 58 直　 立 平　 坦 人　 為 S K 17 1→本跡

17 3 D 3 g 4 N －75㌧…W 長　 方　 形 0．91×0．43 21 外　 傾 平　 坦 人　 為

174 D 3 f 4 N …78 0…W 長　 方　 形 2．42 ×0．54 28 直　 立 凹　 凸 人　 為 SK l錮→本跡

175 D 3 f 3 N …73 0…W ［長　 方　 形 ］ （1．53）×0．55 4 1 外　 傾 平　 坦 人　 為 SK 192 ・193一寸本跡

176 D 3 f 3 N －76 0－W ［長　 方　 形 ］ （1．17）×0．68 56 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 195→本跡

17 7 D 3 f 3 N －730－W ［長　 方　 形 ］ （1．01）×0．59 42 外　 傾 緩　 斜 人　 為

178 D 3 g 3 N －88。…W ［長　 方　 形 ］ 仕 48）×紅 67） 22 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡′→SK 1 87 eS K 186

180 D 3 h 6 N …800－W 不 整 長 方 形 1．0圭×仕68 15 外　 傾 凹　 凸 人　 為

186 D 3 g 3 N …730－W 長　 方　 形 2．39 ×0．76 58 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 17 8・SK 187→本跡

187 D 3 g 3 N … 5 0…E 長　 方　 形 1．61 ×0．44 25 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 17 8－→本跡→S K 18 6

188 D 3 g 7 N －18 0…E 長　 方　 形 2」3 ×甘 51 20 外　 傾 皿　 状 人　 為

189 D 3 h 8 N －19 0…E 長　 方　 形 2．34×0．51 26 外　 傾 凹　 凸 人　 為

190 D 3 h 9 N －15 0－W 長　 方　 形 2．78×0．42 25 外　 傾 凹　 凸 人　 為

191 D 3 f 3 N …76の…W ［長　 方　 形 ］ （0．75）×（0．23） 43 直　 立 平　 坦 人　 為 本跡→SK 175・S K 192 ・SK 193

1．92 D 3 f 2 N …76 0－W ［長　 方　 形 ］ （0．36）×（仕16） 65 直　 立 平　 坦 人　 為

I

i

i

S K 19トSK 175→本跡→SK 193

19 3 D 3 f 3 N －85 0…W ［長　 方　 形 ］ （0 ．90）×0．53 75 外　 傾 平　 坦 人　 為 SK 19トSK 17 5やS K 19 2→本跡

19 4 D 3 g 3 N －82 0…W 隅 丸 長 方 形 ［L 80］×0．94 48 直　 立 平　 甲 人　 為 本跡→S K 174

19 5 D 3 f 3 N －76 0－W 長　 方　 形 0．80 ×0．52 20 外　 傾 皿　 状 人　 為 本跡→SK 176

19 6 n 3 g 3 N …20。－E 長　 方　 形 2．27 ×0．63 53 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 2 04 ・20 5→本跡

SD l→本跡→S K 23 1

20 1 D 3 j 9 N …76 0－W 長　 方　 形 3．38 ×L O O 115 直　 立 平　 坦 人　 為

202 D 4 j 3 N －72や－W ［長　 方 形 ］ （1．11）×0．58 34 直　 立 平　 坦 人　 為

203 D 4 j 3 N －780…W ［長　 方 形 ］ （0．76）×0．48 2 3 緩　 斜 平　 坦 人　 為 SD l→ 本跡

204 D 3 g 2 N －76ナ～W ［長　 方　 彬 ］ （0．85）×0．62 50 直　 立 平　 坦 人　 為 本跡→SK 196

2 0 5 D 3 g 2 N －75ナ…W ［長　 方　 形 ］ （0．53）×0．58 36 直　 立 平　 坦 人　 為 本跡→SK 1 96

S K 20 9・210”→本跡

206 D 3 h 6 N －75。－W 長　 方　 形 2」0 ×仕63 54 直　 立 平　 坦 人　 為

207 D 3 h 5 N …750…W 長　 方　 形 0．94 ×0．66 24 外　 傾 平　 坦 人　 為

208 D 3 h 4 N －73㌧∵Ⅳ 長　 方　 形 2さ33×0654 60 直　 立 平　 坦 人　 為

209 D 3 h 4 N －73 0－W 長　 方　 形 1。07×0．44 24 直　 立 凹　 凸 人　 為 本跡→S K 20 8

2 10 D 3 g 4 N …73ノーW 長　 方　 形 ． 2．90×0．54 60 直　 立 血　 状 人　 為 S K 2 11→ 本跡→S K 2 08

2 11 D 3 g 4 N …18 0－ E ［長　 方　 形 ］ （0．50）×仕80 51 直　 立 平　 坦 人　 為 本跡→S K 2 10・212

2 12 D 3 g 4 N －72 0－W ［長　 方　 形 ］ 仕 37）×仕50 40 直　 立 平　 坦 人　 為 S K 2 11→ 本跡→SK 2 14

2 13 D 3 g 3 N －25 0… E ［長　 方　形 ］ 級 58）×0．63 50 直　 立 平　 坦 人　 為 S K 214→本跡→SK 2 15 02 16

2 14 D 3 g 3 N …20 0－E ［長　 方　 形 ］ 級 32）×（0，40） 16 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡→S K 2 1 2 02 13

2 15 D 3 h 3 N －78 0－W 長　 方　 形 1．28 ×0．53 24 直　 立 凹　 凸 人　 為 本跡→S K 2 1 3

21 6 D 3 g 3 N －7鉦－W ［長　 方　 形 ］ （1．58）×0．55 54 直　 立 平　 坦 人　 為 SK 2 13 ・218→本跡

217 D 3 g 3 N …68 0－W ［長　 方　 形 ］ （0．32）×0．73 2 2 外　 傾 平　 坦 人　 為 本跡→SK 2 18 ・220

218 D 3 g 3 N －7鉦－W ［長　 方　 形 ］ （1．08）×0．58 5 3 直　 立 凹　 凸 人　 為 SK 2 17・SK 220→本跡→SK 216

2 19 D 3 g 3 N －729－W 不 整 長 方 形 0．82 ×0．47 17 外　 傾 皿　 状 人　 為
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土 坑 主軸方向
平 面 形

規　 模 （m ） 深 さ
撃面

巨 面

覆土 出土遺物
備　　　 考

番 号 （長軸方向） （長軸 ×短軸ラ （C扉 雄］→新 ）

220
桓 3 g

3 N …68 0…W
恒 蔓 方 形 ］巨 0 ・47）×（0・45） ！ 19 桓 立 巨 坦

人　 為 SK 2 17 ・218→本跡

222
匝 3 h

7 N …6γ－W 長　 方　 形 0．96 ×0．61 25
恒 傾

凹　 凸 人　 為

225
匡 3 e

3 N … 7 0－E 長　 方　 形 1．95 ×0 ．81 6 7 直　 立 平　 坦 人　 為 SB 6→本跡

226 C 3 e 3 N －110－E 長　 方　 形 1．08 ×0．79 8 1 直　 立 平　 坦 人　 為 SB 6→本跡

227 C 3 f 3
恒 1 。－E

長　 方　 形 2．58×（0．54） 114 直　 立 平　 坦 人　 為 S B 6→ 本跡

228 C 3 a 6 N －22 0－ E 長　 方　 形 3．12×0．63 68 直　 立 平　 坦 人　 為

229 C 3 b 5 N －76 0…W 長　 方　 形 3．22 ×0．58 74 直　 立 平　 坦 人　 為

230 C 3 b 4 N …16 0…W 長　 方　 形 2．37 ×0．72 61 直　 立 平　 坦 人　 為

231 D 4 j 3 N －490…W ［長　 方 形 ］ （0．53）×（0．50） 6 緩　 斜 平　 坦 人　 為 SD U S K 2 02→本跡

232 C 2 a 2 N －73 0…W 隅 丸 長 方 形 1．48 ×0．72 22 緩　 斜 傾　 斜 人　 為 SK 2 33→本跡

240 C 3 b l N －59ナーE 不 整 長 方 形 （0．53）×1．03 18 緩　 斜 平　 坦 人　 為 S I55→本跡

43 D 4 d 5 N …25 0－W 不 整 楕 円 形 1．07×（0．35） 33 緩　 斜 凹　 凸 － S I3 2・SD 2→本跡

44 D 4 e 5 N －30 0－W 不　 定　 形 1．69×（0．37） 26 緩　 斜 傾　 斜 － 土 師器片 S I3 2・SD 2→ 本跡

45 D 4 e 5 － 円　　　　 形 0．46 50 直　 立 U 字状 － SI32→本跡

46 D 4 f 6 N …320…W 楕　 円　 形 1．00 ×0．21 20 緩　 斜 平　 坦 － SI33 ・S D 2→本跡

51 D 4 e 3 N …790…W ［楕　 円　形 ］ ［1．10］×0．66 58 直　 立 平　 坦 － Sn l→本跡

54 D 4 e 6 N － 7 0－W ［楕　 円　形 ］ 1．60 ×（0．98） 12 緩　 斜 平 、坦 － SI3 3・SD 2→本跡→SK 31・46

56 C 4 f 5 － 円　　　　 形 私54×（0．53） 20 緩　 斜 平　 坦 － 本跡→SK 5 7

57 C 4 e 5 N －88 0－W 不 整 楕 円 形 L 60×0．52 20 外　 傾 平　 坦
－ S I4 0・SK 5 6→ 本跡

58 C 4 e 5 － 円　　　　 形 0．56×0．52 24 外　 傾 平　 坦 … S I4 0→ 本跡

66 D 4 d 4 N － y －E 隅 丸 長 方 形 2．27 ×1．10 10 緩　 斜 平　 坦 －

74 C 4 c l － 円　　　　 形 0．39 ×0．38 32 外　 傾 U 字状 －

75 C 4 b l N －60 0…E 楕　 円　 形 仕41×0．35 2 9 外　 傾

緩　 斜

緩　 斜

緩　 斜

外　 傾

U 字 状 －

土師器片

S D 3→本跡

SD 2→本跡

77 i

78 i

83 ！

C 3 b O

C 3 b O

E 4 e 2

i N －24 0 4

i

恒 31 0… E

楕　 円　 形

円　　　　 形

楕　 円　 形

0・36 ×0・31 l

0・71×0・70 ！

0・48×0・38 ！

20

26

29

U 字 状

凹　 凸

平　 坦

92 D 3 j 4 N …63 0－ E 楕　 円　 形 0．64 ×0．46 16 平　 坦 －

93 D 3 j 4 N …27 0－W 楕　 円　 形 0．90 ×0．78 10 緩　 斜 平　 坦 －

103 C 4 i 4 N ～550…W 不 整 楕 円 形 1．47 ×1．20 11 緩　 斜 平　 坦 －

‖9 E 4 C 2 N … 3 0…E 不 整 楕 円 形 0．44 ×0．36 38 外　 傾 半　 川 － SI66 ・S D 3→本跡

120 E 4 b 2 N …26 0…W 不 整 楕 円 形 0．64×0．39 36 外　 傾 凹　 凸 － SI66→本跡

K 82 0145 弓47 0S D 3→本跡

K 159一→本跡

B 5P 2→本跡

13 0 C 4 e 6 N －3 0－W 楕　 円　 形 L 17×0．51 13 緩　 斜 皿　 状
－

134 E 4 a 4
ー　　 i

i

N … 障 可

不　 整　 方　 形 0．81×私80 34 外　 傾 平　 坦 －

146 D 4 j 4 方　　　　 形 0．77×0．69 10 6 外　 傾 平　 坦 －

155 E 3 d 7 隅　 丸　 方　 形 0．57 ×0．56 15 緩　 斜 平　 坦 ！

！

l

l

158 E 3 d 8 N －180…E 隅　 丸　 方　 形 0．71×0．67 2 0 外　 傾 平　 坦

160 E 3 f 8 － 円　　　　 形 0．65 ×0．64 7 1 外　 傾 平 可

凹　 可

凹　 可

凹　 可

凹　 可

凹　 可

161 E 3 （、0 一 不　 整　 円　 形 0．80 ×0．73 17
緩 可

直 可

直　 可

外 可

162 E 3 g 9 － 隅　 丸　 方　 形 0．76×0．70 24
i

！

i

16 3 E 3 h O N －18 0… E 隅 丸 長 方 形 0．79×0．67 38

164 E 4 g l N …25 0－E 隅 丸 長 方 形 0．83×0．71 20

16 5 E 4 e l － 隅　 丸　 方　 形 0．75×0．72 39
直 可

直 可

直 可

－
166 i

E 3 d O － 隅　 丸　 方　 形 0．76 ×0．74 30 凹　 凸 －
182 ！

E 3 C 9
！隅 丸 方 可 0・74 ×0・70 ！ 22 i 平　 坦 －

183 ！
C 4 e 6

N － 4 0…可 ［不整 楕 円可 （0・85）×0・78 l 20 ！緩 可 平 可 ！

184 ！「∠lf 訂

） ⊥▲つ

N …88 0－W I

’つ
楕　 円　 可 ∩受史Y n 仁4　 l

U’UU′、U’Ul　 l
っ仁 I
UU　 l

初　 存否l
！I’　 一里1

平　 用 i
上とl

！
！
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土 坑 主軸方向
平 面 形

規　 模 （m ） 深 さ
壁面 底面 出土遺物

つ清　　　 考

番　 号 （長軸方向） （長軸 ×　摘狛 （cm ） 川 上す新）

185 E 4 b l － 方　　　　 形 0．71 ×0．71 34 外　 傾 宰 ：坦 －

197 D 3 j 8 － 方　　　　 形 0．72 ×0 ．69 2 1 直　 立 平　 坦 －

198 E 3 a 8 － 方　　　　 形 0．77 ×0．75 30 外　 傾 平　 坦 －

199 E 3 a 6 － 円　　　　 形 0．65 ×0．63 20 緩　 斜 平　 坦 －

223 C 3 i 5 N －17 0－W 楕　 円　 形 1．26 ×0．68 15 外　 傾 皿　 状 －

224 C 3 i 5 －
円　　　　 形 1．59×1．50 85 外　 傾 皿　 状 －

233 C 2 b 2 N －67。…W ［長　方　 形 ］ 1．24×（1．06） 16 緩　 斜 平　 坦 － 本跡→S K 23 2

23 6 C 2 h O N －32 0－E 楕　 円　 形 0．94×0．73 4 1 緩　 斜 凹　 凸 － 本跡→S B 19 P 3

2 39 C 3 f l N －46。－E 楕　 円　 形 0．78 1 0．70 33 外　 傾 皿　 状 －

247 C 2 C 8 N －39 0－W 楕　 円　 形 0．73×0．48 80 外　 傾 凹　 凸 －
S I8 5→本跡

248 C l b 7 N －27 0－W 楕　 円　 形 0．76×0．55 34 外　 傾 U 字状 －
S B 17→本跡

249 C 4 f 5 N －38 0…E 楕　 円　 形 0．45×0．37 62 外　 傾 U 字状 － S B 5P 5→ 本跡

（2）溝　跡

当遺跡からは，奈良・平安時代の項で紹介した第2・6・8号溝と中世の項で紹介した第1号溝を除いて4

条の溝が検出されている。第3号溝は調査区の南部を北北東に直線的に延びた後，第1号溝を掘り込んでほぼ

直角に東に屈曲している。底面中央には溝状の掘り込みがあり，排水施設の可能性が考えられるが，性格は不

明である。第4号溝は第1・3号溝を掘り込んでほぼ東に延びており，第3号溝より新しい時期のものである

が性格は不明である。調査区の南部を北北東に延びる第5号溝，調査区の西部を北北西に延びる第7号溝は，

いずれも時期つ生格が不明である。以下，これらの溝について，平面図は全体図に示し，土層断面図と一覧表

を記載する。

SD4

凰21．cm
‾℃訂

旦

）　　　　　、
SD5

第286図　第3e4・5・7号溝実測図

凰2軋2m　3　　　　墨

‾l幸子‾‾　　－ll＼、＿＿了
B

SD7

0　　　　　　　　　　　　　　2m

』二二二」一一一一一　一＿＿…＿」

第3号溝土層解説
1　褐　　　　色　ロームブロック少量，炭化物・焼士粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック少量，炭化物微量
3　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック微還

4　暗　褐　色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　　　　色　ロームブロック微量
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第4号溝土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック微量

第5号溝土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　灰　褐　色　ロームブロック徴室

一喝こ。5
⊂＝⊃

′′

＝⊂≒≠♂
Il

∈コM119
吊
I

10cm

Ll－－ト一一一」

第287図　第3・7号溝出土遺物実測図

第3号溝出土遣物観察表（第287図）

第7号溝土居解説
1　黒　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
5　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 3 5 砥　　　 石 （3．2） 3．7 1．5 （2 4．1） 凝灰岩 砥面 1面 覆 土　 中

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M l19 刀　 子 （4．1） （2．6） 1．3 0，3 （1．5） （5．0） 鉄 刃部 ・茎部 欠損，片関 覆 土 中

第7号溝出土遺物観察表（第287図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

8 39 須 恵 器 甑 （13．4 ） ［16 ．2 ］
雲 母 ・長 石 ・

石英
灰 普 通

体 郡 外 面 斜 位 の 平 行 叩 き， 下 位 へ ラ削 り，

内面 へ ラナデ ，当 て具 痕
覆 土 下 層 10 ％

表13　その他の溝一覧表

遺構

番号
位　 置 主軸方向 形状

規　　 模 （m ）
断面 底面 覆土 主 な出土遺物

備　 考

（旧→ 新）確認長 上　 幅 下　 幅 深　 さ

3 E 4 a5、E 4 il
N －75。－W

N －200－E
L 字状 （43．02） 1．06、3．02 0．08、0．26 0．38、0．鯛 皿　 状 U 字状 自　 然 土師器

SI66 ・70→本跡→

SK 80 ・82・83・14ト

146・147・163

4 E 3 dO＼E 4 C5 N －820－W 直　 線 （17．98） 0．22、0．70 0．10、0．52 0．07、0．11 皿　 状 平　 坦 自　 然
SI65 ・66 ・S D ト3

→本跡→SK 8 0

5 E 3 a5、E 3 C4 N －4 。－E 直　 線 （11．20） 0．50、1．08 0．10、0．58 0．08、0．12 皿　 状 平　 坦 自　 然

7 C l a6、C lf8 N －5 0－W 直　 線 19．82 0．42、0．98 0．25、0．62 0．14、0．30 皿　 状 平　 坦 自　 然 須恵 器 SI93・94・97→本跡
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（3）遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺構に伴わない主な遺物について，遺物観察表で記述する。

⊂＝⊃

一

∠二ゝ

第288図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第289図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第290図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第291図　遺構外出土遺物実測図匝）

遺構外遺物観察表（第288～291図）

』
863

旺二二二⊃◎　　唾＝⊃
l

［コ　　　　　　　て＝コ

M138　　　　　　　　　　M108

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　＿　⊥＿　　　」

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色調焼成 手　法　の　特　徴 出十位置備　考

841土師質土器摺　り　鉢 （5．8）［7．8］

雲母・長石・

石英・赤色

粒子

暗赤褐普通8条1単位の揺り日 遺物包含層5％

842土師質土器内耳土器［29．0］（7．3）
長石・石英・

赤色粒子
灰黄褐普通H縁梼ナデ，体部内・外面ナデ A4e2確認面5％

844須恵器蓋［14．4］2．9 －雲母・長石・石英灰良好天井部右回りの回転へラ削り 表　上　中40％

846須恵器蓋－（2．8）－雲母・長石・石英尿　　自良好天井部右回りの回転へラ削り 表　上　中30％

847陶　　器括　り　鉢［29．0］（5．9）－長石・赤色粒子暗赤褐普通11条1単位の揺り巨 表　＿1二　中5％

848陶　　器揺　り　鉢－（5．9）［14．4］緻密 暗赤褐良好14条1単位の摺り日 表　上　中10％

849磁　　器染付丸碗［7．1］4．8［3．0］白 白良好染め付け草花文，透明粕 表　上　中30％
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番号 種　 別 器　 楯 日経 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位 置 i 備 考

850 陶　　 器 灯　 明　 皿 － （1．2） － 緻密 暗 赤 褐 普通 鉄柚，仕切貼付 B 3d4確認面 5％

863 磁　　 器 染付 丸碗 － （3．5） － 自 白 良好 染め付 け草花文夕透 明軸 SI51穫土中 10％

T P lO8 土師質土器 小　　 皿 － （0．の － 雲母 にぷい橙 良好 底部回転糸切り 太　 士　 中

T PlO9 土師質土器 小　　 皿 － （1．2） ［5．2］ 雲母・赤色粒子 にぷい橙 良好 底部回転糸切り 太　 十　 中

T PIl（）狛∴吏 器 婆 － （2．2） － 長有・石英 褐　　 灰 普通 頚 部外 面波状 文言内面ナヂ Å4gl確認面 P L 5 5

T P l13 須 恵 器 登 （3．2） 長石 ・小礫 褐　　 灰 普通
体部外面多方 向の平 行叩き，内面同心 円

の当て具痕
表　 土　 中

T P l19 縄文土器 深　　 鉢 （工6）
実母 ・長石 ・

有英 ・礫
にぷい橙 普 通

羽状構成をなす単節縄文を施文し その上

に結節文を施文
Sm 磯土下層

縄文時代 中期

前葉，P L 63

T P 120 縄 文土器 深　　 鉢 （2．5）
霊母 ・赤色

粒子 ・小 礫
明 赤 褐 普通

結節沈経 文を施 文し，裳 状の指頭痕 を持

つ
SI4 0覆土中

縄文時代中期

前葉，PL 6 3

T P 121 縄文土 器 探　　 鉢 （4．4） 長石 にぷ い橙 普通
目線片 ，沈線によって横位 区画 し言 哀画内

に上下 から棒状 工具による洗練 文を施文
SI55覆土下層

縄 文時代 中期

前 葉生 P L 63

T P 12 3 縄文土器 深　　 鉢

ま

（4．3） 雲母 ・長石

1

橙 普通
口唇 部に縄 文原体 を押 庄ぎ　日録部 から胴

部にかけて単節縄文を施文
SI5P l覆土中

縄文時代 中期

前葉，P L 63

T P 124 縄文土器 深　　 鉢 － （5．3） － 霊母 ・長石 樟 普 通 撚糸文を施文 S 用覆土中 縄文時代 中期
前葉，P L 63

T P 125 縄 文土器 深　　 鉢 （4．8）
雲母 ・長石 ・

石英
明 赤 褐 普通

目線 部の無文 革の下 に単節 縄文 を施文章

その上に結節文を施文
SI52穫土中

縄文時代中期

複葉

T P126 縄 文土器 深　　 鉢 （5．5）
雲母 ・長石・

小礫
明 黄 褐 普通

なぞ りを加 えた隆管 上に爪 形文 を施文 し

上位に単 節縄 文を施文
Sは磯土下層

縄 文時代 後期

前葉 ，P L 6 3

T P 12 7 縄文土器 深　　 鉢 （圭1）
雲母 ・長石 ・

石英 ・中條
明　　 褐 普通

隆管によって文様管を区画 し，区画内に単

節縄文を充填
SI6 1将士中

縄文時代 中期

後薬

T P128 縄文土器 深　　 鉢 － （3．9） － 長石 橙 普 通 単節縄文を施文 S I61将士中 縄文時代後期
前葉ヵ，PL 63

T P 129 縄 文土器 深　　 鉢 － （4．0） －
雲母 ・長石 ・
石英 赤　　 褐 普 通 橋 状突起を有し，結節 洗練 文を施文 SK 66将士中 縄文時代 中期

前華，PL 63

T P 130 縄 文土器 深　　 鉢 （3．9）
長有 ・赤色

粒 子
にぷい橙 普通

沈線によって文様帯 を区画し，区画 内に列

点文を施文
SI72覆土下層

縄文時代後期

前葉 ，PL 6 3

番号 器　 楯 長日　 径 孔可 重量 i 材 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P28 土　　　　　　 玉 108 い さl 0年 巨 中 土　 製 外面ナデ亨一方向から穿孔，断面ほぼ円形 S D l穫 土 中 P L 59

D P29 土　　　　　　 玉 ・1 日 も1 巨 3 匡　 製 外面ナデ，断面円形 包　 含　 層 PL 59

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 廿　 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　 考

D P 24 泥　　 面　　 子 （2。4） （3．6） 仕 7） （7．0） 土　　 製 人物像 の下位と思われる浮き彫り S K 3 3 覆土 中

H P 3 0 船　　 上　　 「て 絃 8） ［7．2二 ［5。4］ （12．6） 土　　 製
外 面ナデ，一一一一一A方向から穿孔，一一一一一一一止方の先端 部

残存
表　 土　 中 P L 58

Q 8 剥　　　　　 片 7．7 5．5 1．1 （7．0） 安　 山　岩
背 面に多方 向の剥離 痕 を有す る縦長剥 片，

左縁辺に自然面を残す
S I2 4 覆 土 中 P L 6」I

Q 2 6 磨　　　　　 石 8．0 （1上3） 寸．0 0 2仕0） 安　 山　岩 太東敲打面 衷　 土　 中

Q 37 槍 先 形 尖 頭 器 3．7 1．4 0．5 2．9 安　 山　岩 先端部大損，両面抑圧剥離 A 射 1確 認 面 PL 6」・

Q 38 磨　 製　 石　 斧 （2．1） 4。9 2．2 （145．0） 蛇 文 岩 宝格 式，刃部欠損，全面研磨 C 4d 6確 認 面 P L 64

Q 40 敲　　　　　 石 13．0 7．3 5．5 7 49．2 安　 山　岩 上 下面 に敲打痕∴F 面には敲打 よる剥離有 客　 士　 申

Q 44 砥　　　　　 石 （7．9） 5．0 工3 （182。8） 凝 灰 岩 砥面4両言酎 犬の砥面1か所 太　 十　 中 P L 59

Q 4 5 剥　　　　　 片 5．3 3．3 L O 10．8 硬 質頁 岩
複剥離 面打面 を有 する縦長剥片で，左縁 辺

の縁 端部に刃こぼれ状の剥離
E 4b 5確 認 面 P L 61

Q 4 6 剥　　　　　　 片 （工2） 3」 仕8 （10．2） 疇　　 璃
単剥離 面打面を有す る縦 長剥片で，左縁辺

に刃こぼれ状 の剥離，縁端 部欠損
Å3i5確 認面 P L 64
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番号 器　 種 長 さ 幅 卑 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 50 剥　　　　　 片 3．2 2．5 0．8 4．0 硬 質頁岩
基端 部欠損，縁端部に尖頭状 の二次加工痕

を有する
E 4 d 3 確 認 面 P L 64

Q 5 2 剥　　　　　 片 4．0 2．3 0．5 3．1 硬 質頁岩
縁端 部欠損 ，左縁 辺に刃 こぼ れ状の剥離 を

有する縦長剥片
表　 土　 中 P L 64

Q 5 5 剥　　　　　 片 6．9 2．0 1．0 8．3 硬質頁岩
両端部 欠損，右縁辺に微細剥離 痕を有する

縦長剥片，背面に自然面を有する
C 4 e 4確 認 面

Q 6 1 ス ク　レ イ パ ー 3．7 2．1 1．4 5．7 黒 曜 有
縦長剥片 を素材に腹面 から縁 辺に急 角度の

調整 を施す
E 3d 9確 認 面 P L 64

Q 62 ナ　　 イ　　 フ 4．0 1．9 1．2 6．6 黒 曜 石
厚みのある剥片を素材に基端部 ・右縁辺に急

角度のブランテイングを施す
E 4d 3 確 認 面 P L 64

Q 6 3 剥　　　　　 片 3．8 2．6 0．9 6．9 黒　 曜 石 背面に打面の周辺調整を残 す打 面再 生剥片 E 3d O確 認 面 P L 64

Q 6 5 エンドスクレイパー 2．8 2．2 0．8 3．4 黒 曜 有 腹面から縁端部に急角度の調整を施す D 3 16 確 認 面 L P 64

Q 69 剥　　　　　 片 1．7 1．3 0．3 0．6 黒 曜 有
腹面 から両縁辺 に微細 な二 次加工 を施 した

剥片，縁端部欠損
S I2 3 覆 土 中 PL 6 4

Q 72 剥　　　　　 片 6．6 6．1 1．7 38．2 頁　　 岩
複剥離面打面 を有する縦長剥片 で，両縁 辺

の縁端部に二次加工痕を有する
客　 土　 中 P L 64

Q 73 剥　　　　　 片 4．7 4．3 0．8 9．6 硬 質頁岩 両縁辺に刃こぼれ状の剥離を有する縦長剥片 E 3e l確 認 面 P L 64

Q 7 4 ナ　　 イ　　　 フ 4．3 2．6 1．1 9．3 硬 質頁 岩
横長剥片を素材とし，基端部 に腹 ・背 両面か

ら調整 を施し，両縁辺に微細剥離痕を有する
A 3i 6確 認 面 P L 64

Q 7 9 鉱 2．3 1．4 6．5 1．1 頁　　 岩 有茎鉱，左右対称，両面押庄剥 離 D 3 f 3確 認 面 P L 64

Q 80 鉱 2．0 L 6 0．4 0．8 チ ャー ト 無茎鉱，左右対称，両面押庄剥離 C 4 C 5確 認 面 PL 64

Q 8 1 ミニ チ ュ ア 硯 3．6 1．1 1．8 10．6 凝 灰　 岩 外面・陸部研磨，海部削 り出し 表　 土　 中

Q 82 切　　 子　　 玉 （2．6） 1．7 （1．6） （4．7） 水　　 晶 断面六角形で，若干斜めに穿孔 されている S I4 覆 土 中 P L 64

Q 8 3 鉱 2．5 2．0 0．3 （0．9） チ ャー ト
無茎鉱 ，左右対称 ，両 面押庄剥離，基部一

部 欠損
S I2 8 覆 土 中 P L 64

Q 8 8 エンドスクレイパー 2．3 2．3 0．7 4．0 黒 曜 石
版 画から縁 端部に急角 度の調整 を加 え刃部

を作出する
S D l 覆 土 中 P L 64

Q 8 9 エンドスクレイパー （1．5） 2．9 0．8 （3．4） 黒 曜 有
基端部 欠損，腹面から縁 端部 に急角度 の調

整を加 え刃部を作 出する
S D 4 覆 土 中 P L 64

Q 97 磨　　　　　 石 8．1 6．5 3．8 2 76．5 安　 山 岩 表裏敲打面 S I4 3 覆 土 中

M l O7 火　　 打　　 金 （2．1） （10。3） 0．6 （24．9） 鉄 下端湾軋 断面台形 S K 2覆土中層

M lO 8 煙　　　　　 管 （3．0） 1．0 （1．1） （3．3） 銅 雁 首，先端欠損 S K 4 確 認 面

M 12 5 釘 （10．7） 0．8 0．5 （12．2） 鉄 断面方形の棒状 表　 土　 中

M 12 6 釘 （5・3） 0．4 0．5 （2．5） 鉄 断面長方形の棒状 表　 土　 中

M 12 7 釘 （4．3） 0．4 0．4 （2．7） 鉄 断面方形の棒状 表　 土　 中

P L 63

M 128 釘 （3．8） 0．6 0．5 （4．3） 鉄 断面長方形の棒状 ，－ヤーー一端が尖る 衷　 土　 中

M 138 煙　　　　　 管 6．2 1．1 1．1 10．1 鋼 吸い口，筒状の部 品が大子 になっている ・ D 4a 7確 認 面

M 140 鎌 （9．3） 4．3 0．6 （93．2） 鉄 切先欠損，刃部湾曲，基部は全体を折り曲げる 表　 土　 中

M 14 3 鎌 （3．1） 3．2 0．3 （9．2） 鉄 刃先・基部欠損，刃部湾 曲 表　 土　 中

M 14 5 不　　　　　　 明 （5．8） 1．4 0．3 （10．5） 鉄 断面長 方形 の板状 表　 土　 中

M 14 6 不　　　　　　 明 （3．9） 1．7 0．4 （7．8） 鉄 断面長方形の板状 表　 土　 中

T 7 平　　　　　 瓦 （11．2） （11．9） 1．9 （22 1．4） 土　　 製 凸面格子 目の叩き，凹面へラ削り，布 目痕 SK －94覆土中

T 8 平　　　　　 瓦 （4．6） （8．7） 1．9 （62．0） 土　　 製 凹面10条1単位の揺り目 表　 土　 中
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番号 銭 名 径 孔 厚 さ 初鋳年 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 131 文久永賓 2．7 0．7 0．1 4．0
文久三年

（1863）
銅 円体方孔 ，背11波の波文 E 4 e l確 認 面

M 1 32 元祐適賓 2．4 0．7 0．1 2．3
元祐 元年

（109 3）
銅 北宋銭 ，行書 ，円体方孔 ，無音 客　 土　 中 P L 6 2

M 1 33 皇宋通貨 2．4 0．7 0．1 2．7
賓元元 年

（103 8）
銅 北宋銭，真吾 ，円体方孔 ，無音 E 3 c O 確 認 面 P L 62

M 13 4 不　　 明 ［2．4］ ［0．7］ 0．1 （1．5） 不　　 明 銅
円体方孔，無背 ，欠損により銭右下の 「永適」の

み確認，寛永通貨ヵ
A 4 11 確 認 面
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第4節　ま　　と　　め

1　はじめに

当遺跡の調査は，平成13年4月から12月にかけて実施され，竪穴住居跡86軒，掘立柱建物跡19棟，土坑239基

溝跡8条，大形竪穴状遺構2基，地下式墳8基，方形竪穴遺構6基などが確認されている。これまでの調査結

果から，当遺跡は古墳時代後期から奈良・平安時代にかけての集落跡を中心とする複合遺跡であることが判明

している。

各時代毎に見ると，旧石器時代のエンドスクレイパーやナイフをはじめとする石器類が40点ほど出土してい

るが，耕作による撹乱等によって出土したものがほとんどである。縄文時代の遺構は確認されていないが，中

期前葉から後期前葉にかけての土器片が11片確認されている。弥生時代の遺構と遺物は，確認されていない。

古墳時代後期の遺構として，15軒の竪穴住居跡が確認されている。奈良・平安時代は当遺跡の主たる時期であ

り，竪穴住居跡81軒，鍛冶工房跡1軒，掘立柱建物跡17棟，土坑15基，溝跡3条，遺物包含層1か所，大形竪

穴状遺構2基，不明遺構1か所が確認されている。中世は，掘立柱建物跡2棟，地下式墳8基，方形竪穴遺構

6基，土坑21基，溝1条が確認されている。近世以降の遺構は，溝4条と土坑203基が確認されている。

ここでは，集落の変遷を周辺遺跡との関係でとらえた上で，主たる時期である奈良・平安時代に焦点をあて

ていくつかの考察を加えてまとめとしたい。

2　集落の変遷と周辺遺跡との関係

島名八幡前遺跡は，東谷田川右岸の標高約22mの台地上に位置している。東谷田川右岸には，当遺跡の北方

200mに古代河内郡嶋名郷の拠点的集落である島名熊の山遺跡が位置し，南東方向500mには方形館跡が確認さ

れた島名前野東遺跡が位置している。当遺跡の集落の変遷について，これら2遺跡との比較を適して考えてみ

たい。

当遺跡は，6世紀後薬の住居跡より以前の住居跡は確認されていないため，6世紀後葉に集落の起源を求め

ることができる。住居跡は8軒で，いずれも主軸方向を北西にもち，一辺9mを超える大形住居である第55号

住居跡と第11号住居跡を除いた6軒が，主軸と同方向に整列して確認されている。7世紀前半になると，東谷

田川に面した台地縁辺に1辺8m前後の大形住居である第16・40号住居跡が南北に連なるように営まれるが，

住居跡は4軒と衰退の傾向を示している。7世紀後半には集落が一時途絶え，7世紀末葉になり3軒の住居跡

が確認される。いずれも主軸方向を北にもつ小形化した住居跡である。

8世紀前葉は当遺跡の画期にあたり，東谷田川に面する台地の縁辺を中心に30軒，8世紀代とした住居跡を

含めれば37軒の住居跡が出現している。住居跡37軒は，当遺跡で確認された住居跡の3分の1にあたる。この

住居跡群に伴って，遺跡の東端に第1号鍛冶工房跡も確認されている。また，当遺跡の西端には1辺が6mを

超す大形住居である第94・95号住居跡が南北に連なるように確認されている。第94号住居跡は第12号掘立柱建

物跡を伴うと考えられ，当期の中心的な住居であったと考えられる。遺跡中央部の南端には氷室状遺構と考え

られる第1号大形竪穴状遺構が確認され，当期に有力な人物が存在していたことを裏付けている。

8世紀中葉になると住居跡数は15軒と半減し，遺跡北端の2軒と南東部の6軒，西部の7軒の三つのグルー

プに分けることができる。西部には，第13A・B号掘立柱建物跡を伴う第80号住居跡や第14号掘立柱建物跡を

伴う第92号住居跡など，1辺6mほどの大形住居の集中が見られ，当遺跡の中心的な役割をはたす地区になっ

ていたものと考えられる。特に第80号住居跡は，土師器片1900点弱，須恵器片800点ほどが出土した当期の中心
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的住居であると考えられる。氷室状遺構と考えられる第2号大形竪穴状遺構は，第68号住居跡出土の破片と接

合する水瓶片が出土していることから当期の遺構の可能性があり，前葉に引き続き有力な入物の存在を裏付け

ている。前述の水瓶は猿投産の灰袖陶器であり，仏教の浸透の可能性も考えることができる。

8世紀後葉の住居跡は10軒に減り，遺跡中央部に集中して確認されている。遺跡西部の第80号住居跡が中期

から継続して営まれていたと考えられるが，住居跡3軒だけが確認されている8世紀末葉から9世紀前葉にか

けて，当遺跡は2度目の衰退期を迎えることになる。

9世紀中葉は10軒の住居跡が確認されており，遺跡北端に位置している第12号住居跡を除けば，遺跡東端の

東谷田川へ向かう傾斜地の3軒と遺跡中央部の6軒の2グループに分けることができる。遺跡東端のグループ

の第45号住居跡からは鉄製の紡錘車が，第41号住居跡からほ鉄淳が，第67号住居跡からは灰粕陶器の長頸瓶と

高台付椀が出土しており，手工業との関わりが伺える。遺跡中央部のグループの第77号住居跡は一辺5mほど

の大形住居で，灰粕陶器長頸瓶の破片3点を含む多くの遺物が出土しており，当期の中心的住居であった可能

性が考えられる。第77号住居跡の北西方向に位置する第81号住居跡からほ，「八万」「乗ヵ」「聞」と墨書され

た土師器棒が出土している。

9世紀後葉は7軒の住居跡が確認されており，遺跡の東部と西部にまとまりがみられるものの，住屠跡が遺

跡内に拡散している印象を受ける。東部の第15号住居跡は，鍛冶炉は確認できなかったが輔羽目や鍛造剥片が

出土しており，鍛冶関連遺構と考えられる。第20号住居跡からほ灰粕陶器の長頸瓶や高台付椀，凸面格子目叩

きの瓦が出土している。遺跡南部の第35号住居跡の竃2からは，土師器楽，須恵器棒。甑が重ねられて出土し

ており，竃の廃絶にあたって何らかの儀式が行われた可能性が考えられる。遺跡西部の第86号住居跡からは

「田」と墨書された土師器高台付椀や灰袖陶乳須恵器太婆が出土し，第83号住居跡からも灰粕陶器長頸瓶の

破片が3個体分出土している。第97号住居跡の竃2からは，置き竃と鍔掛けがセットで出土している。

10世紀以降の奈良・平安時代の遺構は確認されておらず，次に当遺跡に遺構が営まれるのは中世の鎌倉時代

後期である。遺跡南部を中心に，地下式墳8基，方形竪穴遺構6基，墓境の可能性のある土壌21基が確認され

ている。地下式壕・方形竪穴遺構e土壌は遺跡南部中央に集中しており，この地域が墓域として区画されてい

たことが考えられる。東谷田川に画した台地縁辺には，断面が箱薬研状の第1号溝が確認されている。出土遺

物から遺跡南部に営まれた墓城と同時期と考えられるが，性格については不明である。しかし，中世の遺構は

第1号溝の北側には確認されず，当期の遺跡北端が第1号溝の北端であった可能性も考えられる。

近世には，遺跡東部を中心に円形の規格性の高い土坑が多数確認されており，再度墓域になったと考えられ

る。また，遺跡南部の北端に集中して確認された長方形の規格性の高い土坑群は，近世以降の耕作に伴う遺構

と考えられる。

以上　島名八幡前遺跡の変遷を概観してきた。次に，古墳時代後期から奈良・平安時代ついては当遺跡の北

方に位置する島名熊の山遺跡，中世については当遺跡の南東方向に位置する島名前野東遺跡との比較を通して

考えてみたい。

6世紀から9世紀にかけての島名熊の山遺跡の状況を，南西部の集団に注目して概観してみたいl）。島名熊

の山遺跡は4世紀に起源をもち，6世紀後半に大規模な開拓によって台地全体に集落が拡大した。7世紀前葉

には，遺跡内に四つの有力な集団が形成され，南西部の集団では鍛冶関連の手工業が開始されている。しかし，

7世紀後半には衰退期を迎えている。8世紀前葉に南西部を除く三つの集団が復興を遂げたのに対して，南西

部の復興は8世紀中葉の掘立柱建物跡群の成立まで待たなくてはならない。これ以後，南西部の集団は掘立柱

建物跡群を中心に9世紀後葉まで繁栄を続けて行くが，10世紀になると衰退している。島名熊の山遺跡で唯一
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古墳時代　6世紀後妻～7世紀後半

奈良・平安時代（8世紀中葉～9世紀前葉）

第292図　島名八幡前遺跡集落変遷図
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奈良・平安時代（9世紀中葉～9世紀後葉）



の鍛冶工房跡は資　9世紀前葉の時期で南西部の集団の北方から検出されている。

南帖邦の集川にjl日日ノて高名熊の両遺跡を軌糾した結果．いくつか当遺跡の状況と昔合する点が確認できる、、

第1にタ　6世紀後葉に大規模な開拓によって島名熊の山の集落は台地上に拡大している。第2に汐　7世紀代に

北帖二向いていた住居の主軸は，と日日豆己から真北を向くようになる、、第3に，7世紀にIJkJ′二した鍛冶に関わる

南帖邦の集川は，他の集川が8世紀前葉に複興しているのに対して出拍古I「葉にな／∴）て複興しているし、第1日∴

南西部の集川は101日守山二人つて衰退している。、これらム主点の事実から，当遺跡について考えられることを卜記

に記してみる、、当遺跡の集落は，島名熊の両の集落と同様に6i目頭己後葉に大規模な「甘拓が行われたことに起源

をも／．〕ているl可能性が考えられるし∴両集落ともに住居の－「軸方向が北西から北に変吏されるのが出目諸子亡ある

ことから芦　当集落は島名熊の山の集落と密接な関係をもって維持されていた可能性が考えられる。鍛冶集団で

ある島名熊の山の集落の南西部の集団が8世紀中葉に復興する理由としてタ　8世紀前葉に爆発的に集落が拡大

した当集落に拠点を移して鍛冶生産をしていた可能性が考えられる。島名熊の山の集落の南西部の集団と関係

が深いと考えられる当集落は，南西部の集川の衰退とともに9世紀末をもって終息を迎えた可能性が考えられ

る、、

中世の方形館跡が検出されている高名前野束遺跡・l－と当遺跡の中世の状況を比較してみると，いくつかの具

通点を払い出すことができる、、第1に，両遺跡から出上している十師質上器Il11．・小＿凧＿は形状などからはぼ同時

期のものと推定できるし、第2に，両遺跡に断面が杵尉胴夫の溝がf出窓できる、、第3に，方形館跡は13世紀後半

から上川摘山鉦葉にかけての短い時期の遺構であり，当遺跡の中世の遺構群と時期が同・と考えられる．、，第ご＝∴

龍泉窯系の青磁が両遺跡から出上している。，この4点の事実から，当遺跡の中世の遺構は鳥名前野束遺跡の方

形館に伴う墓域だった可能性が考えられる。

3　鍛冶関連遺構

当遺跡からは，鍛冶炉を伴う第1－号鍛冶工房跡が確認されている、、本跡からは，鉄汗（椀状，剥片状，粒状）

が大量に出上し，輔羽Ilも2点出上しているし、仕手期を同じくする第7」号住居蘭からも鮎羽目片が出上し，当遺

跡では8世紀前葉から鍛冶に携わる人々が存在したと考えられる。8世紀中葉から後葉に位置付けた第80号住

居跡からも鉄洋　は射夫）と金床石が碓認されているし、9世紀後半に位置付けた第15号住居跡から鉄井　再宛状，

剥片状夕　粒状）と撮羽田片が　第割号住居跡と第41号住居跡から鉄淫（椀状）が確認されている。金床石が確

認された第80甘r拭朋亦や備羽目と鉄注が確認された第15号住居跡は，鍛冶炉こそ確認できなかったものの鍛冶

関連遺構としてとらえることができるし、当遺跡は8世紀前葉に鍛冶工房が出現し，集落の終息を迎える9世紀

後楽まで鍛冶生産が続けられた可能性が考えられる。島名熊の山の集落の鍛冶関連集団との密接な関係を考え

れば，当集落において連綿と鍛冶生産が行われてきたことは想像に薙くない。

第五号鍛冶工房跡はタ　鍛冶炉の南に音を設置したと思われる長方形のピットが存在しタ　鍛冶炉と鯖を結ぶ鯖

羽「1を設置したと思われる溝も碓認されている。金属考古学的な調査結果からも，本跡では精練作業が行われ

ていたと推定できる。、しかし，本跡からは加熱・鍛打を行うために必要な金挟みや台石が確認されておらず，

鉄洋は鋼表面に固着する鉄藻をはつりとる際に生じたのか，遣吉相として使用されたのかを吟味しなくてはな

らず，今後の類例の蓄積が待たれるところである。

第15号住居跡や第80号住居跡から確認された鉄淳の観察からタ　鉄淳は第1号鍛冶工房跡と同様の工程のもと

に生成された可能性が非常に高い。つまりタ　2世紀にわたって同様の方法で精練作業が行われた可能性がある

ということである。2世紀にわたって同様の方法を用いて精錬作業が行われたかどうかほ，今後の調査結果の

一一31∠1－



蓄積をもって検討する必要があると思われる。

当遺跡と周辺にはタ　銑鉄を生産する遺跡は現在確認されていない。金属考古学的な調査結果からタ　第温号鍛

冶工房では銑鉄を原料鉄としていたと考えられる。この銑鉄には硫化銀が含まれていたことが明らかでタ　他地

域からの流通があったと考えられる。銑鉄の流通はもちろんタ　硫化銀を含む銑鉄の生産地や流通経路について

はタ　今後の類例の蓄積をもって検討を加えていきたい。

当遺跡で生産された鋼は刀子の鎌の釘等に加工され，当遺跡と関連の深い島名熊の山の集落で消費されたと

考えられる。生産された鋼や加工された製品が周辺の集落に供給されたかについてはタ　周辺遺跡での金属考古

学的な調査結果の蓄積によって明らかになるものと考える。

第鼠号鍛冶工房跡を含めた当遺跡の鍛冶関連遺構では芦　精錬作業によって鋼を生産しタ　刀子などに加工して

いた可能性が非常に高いことが明らかにな一・．）た、、、しかし，原料鉄である銑鉄の流通や製品の満費地など解明し

なくてはならない点が多いことも明らかになった。今後の調査成果に期待しつつ，鴫名郷はもとより古代河内

郡にも視野を広げて検討する必要性を感じている㌔

4　文字資料

当遺跡からほ言減点の文字資料　箆書娠刻苦i　墨書範朱書日が出土している。8世紀代では前葉5点夕

中葉2点夕　後葉4点の合計Ⅲ点の文字資料が確認されている。　世紀代では中葉蟻点　後薬用点の合計25点の

文字資料が確認されておりタ　全体の閥％を占めている。9世紀後半に墨書土器が大量に出土する傾向は，茨城

県内はもとより射　全国的に　共通して認められることである5）。9世紀は複数点の墨書土器を出土した住居跡

が多く，（日日守己後葉出上の墨宮上器は3軒の住居跡から集中して出上している、、

8世紀前葉の文字資柳も　箆書　点　刻苦　点，朱書且点である。箆書3点の内2点は言古墳時代の影響が

残る土師器捧　0318140）の底部中央に菓脈状の記号が記されておりタ　もう主点の箆書（245）と同様に製作者

の識別記号の可能性が考えられる。刻苦1点も古墳時代の影響の残る土師器杯（350であるが，刻苦された文

字は「N」と「十」を二つ重ねたような字体で，高畠英之氏によれば「N」は「丸字」の省略の可能性が考え

られる文字である5）。朱書は須恵器杯（752）の底部に確認されたが，土器の形状から重複している8世紀中葉

の住居跡に帰属する可能性も考えられ芦　8世紀中葉の文字資料とともに記載したい。

8世紀中葉の文字資料勘第2号太形竪穴状遺構から出土した墨書2点である。l点は須恵器捧（734）の底

部に岡の異字体である「置」と墨書されている。もう一点は須恵器舞（736）の体部外面に墨書された「E」

状の文字である。752の須恵器棒底部に朱書された「田　と「E」状に墨書された文字は，千葉県柏市花前遺跡

出土の墨書に類例がある6）。花前遺跡はタ　8世紀から10世紀にかけての製鉄遺跡であり言◎」「井」などの魔除

け記号が大量に出土した遺跡である7）。朱書「≠」は前期の「N」と同様に「丸字」の省略の可能性が考えられ，

「E」状の文字は花前遺跡の類例から魔除け記号の可能性を考えることができる。

8世紀後葉の文字資料は，墨書4点である。第56号住居跡から出土した須恵器杯（379）の底部外面には「帝」

と墨書されている。「蒋」は芦　群馬県芳賀東部団地遺跡から出土している墨書と酷似しており，道教の睨符に

基づいた文字である可能性も考えられる7㌔

9世紀出土の文字資料は墨書24点と箆吾1点であり，墨書された土器は，土師器。須恵器各12点である。器

種は，土師器に高台付皿・椀が各i点ある以外はすべて杯である。8世紀代にみられなかった特徴として，横

位に記された文字8複数文字記載の出現と体部内面への墨書の3点を指摘することができる。

9世紀中葉の文字資料で注目できるのは，第81号住居跡から出土した土師器杯（593）の体部外面に墨書され
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た「八万」である。この墨書土器は，住居跡北東コーナーの床面にもう一点の土師器埠と逆位で重ねられた状

態で出土し，何らかの人為的行為のもとに遺棄されたことが考えられる。同住居跡からは土師器捧（595）の体

部外面に横位で「乗ヵ」と墨書された破片や土師器捧（596）の底部外面に「間」と墨書された破片も出土して

いる。第49号住居跡からは，底部内面に「栄カ」と墨書された須恵器捧（345）も確認されている。

9世紀後某の文字資料の特徴は，横位に記された文字の増加である。第20号住居跡から出土した土師器棒

は88），第86号住居跡から出土した土師器高台付椀（625）の体部外面には横位に文字が墨書されている。188

表膵　島名八幡前遺跡出土文字資料一覧表

遺物N o 種　 別 器　 種 墨 ・朱 墨書箇所 内外面 釈文 方向 遺　　　 構 時　　 代 備　　　 考

1 3 1 士帥器 林 箆書 底部 外面 葉脈状 正位 第 6号住居跡 8世紀前葉 識別記号

1 4 0 土師器 林 箆書 底部 外面 葉脈状 正位 第8 号住居跡 8世紀前葉 識別記号

2 4　5 須恵器 杯 箆書 底部 外面 一 正位 第28号住居跡 8 世紀前葉 識別記号

3　5 1 土師器 圭不 刻苦 底部 外面 N ＋＋ 正位 第52号住居跡 8 世紀前葉 九字の略ヵ

7 5 2 須恵器 ま不 l 朱書 底部 】
外面 †「 l

正位
i
第12号掘立柱建物跡 8 世紀前葉 丸字の略カ

7 3 4 煩悪器 杯
盤　Eヨ 体都 外面 『 正位 第2号大形竪穴状遺構 8 世紀中葉ヵ 岡の異字体

7 3 6 須恵器 林 里重患　Eヨ 体部 外面 ∈ 正位 第2号大形竪穴状遺構 8世紀中葉ヵ 魔除け記号カ

2 0 3 須恵器 j不 里逮二
慧良亡　巨ヨ

底部 外面 田ヵ 正位 第21号住居跡 8世紀複葉

2 3　7 須恵器 埠 望頚二
竺錠：巨ヨ

底部 外面 日 正位 第27号住居跡 8世紀後葉

2 3　9 須恵器 高台付埠 月邑盤
竺錠ニ：日

底部 外商 L」 正位 第27号住居跡 8 世紀後薬

3　7 9 須恵器 林 男邑登
悪　日

底部 外面 中 正位 第56号住居跡 8 世紀後葉

障 9 3 土師器 林 里登
坐　巨ヨ 底部 外面 ［］ 正位 第射号住居跡 9 世紀中葉

障 9 5
土師器 ま不 里重

畳主：Eヨ
体部 外面 日 正位 第41号住居跡 9 世紀中葉

障 9 6
士師器 林 里登

当主：巨ヨ
底部 外面 ［］ 正位 第41号住居跡 9 世紀中葉 生カ

！2 9 7 土師器 林 里重
態薮亡　Eヨ

体部 外面 □ 正位 第41号住居跡 9世紀中葉

4 3　5 土師器 高台付皿 里重
患　巨ヨ

底部 外面 子ヵ 正位 第77号住居跡 9世紀中葉

障 4 9 須恵器 林 箆書 底部 外面 － 正位 第77号住居跡 9世紀中葉 識別記号ヵ

障 6 7 須恵器 杯 里重
畳三　日 休部 外面 E］ 正位 第78号住居跡 9世紀中葉

5 9 3 土師器 j不 里逮：
竺錘：日

体部 外面 八万 正位 第81号住居跡 9 世紀中葉

5 9　5 士師器 林 里金
蔓主よ　巨∃

体部 外面 乗ヵ 横位 第81号住居跡 9 世紀中葉

5 9 6 士師器 林 里重
畳2　日

底部 外面 間 正位 第＝号住居跡 9 世紀中葉

7 6 9 須恵器 林 里登
呈良：日

体部 内面 ［］ 正位 第19号土坑 9世紀中葉

7 7 5 須恵器 杯 里豊
竺豪：巨ヨ

体部 外面 ［］ 止位 第23号土坑 9世紀中葉 i

8 3 0 須恵器 杯 恩愛
竺良：臼

体部 外面 L］ 正位 第2 号溝 9世紀中葉 i

8 6 4 須恵器 埠 里並
9長さ　Eヨ 体部 外面 ［］ 正位 第2号溝 9 世紀中葉 i

3 4　5 須恵器 埠 里金
蔓邑二　日

底部 内面 栄ヵ 正位 第49号住居跡 9 世紀中～後薬 i

1 8 8 土師器 ゴ不 里童
琶要三　E∃

体部 外面 □鴫ヵ 横位 第20号住居跡 9 世紀後業 i

1 8 9 士帥器 林 里重
態豪三　巨ヨ

休部 外面 ［］ 止位 第20号住居跡 9世紀後葉

1 9 0 士帥器 林 里重
畳ま　た≡ヨ

体部 外面 ［］ 正位 第20号住居跡 9世紀後薬

1 9 4 須恵器 林 里豊
慧豪：巨ヨ

体部 外面 □ 横位 第20号住居跡 9世紀後葉

2　7　7 須恵器 杯 里童
霊長：Eヨ

底部 外面 芸 正位 第35号住居跡 9世紀後葉

2　7 8 須恵器 林 恩愛霊と　日 底部 内面 ［」 正位 第35号住居跡 9 世紀複葉

6 2　5 土師器 高台付椀 里登
父ニ：Eヨ

体部 外面 出 横位 第86号住居跡 9 世紀後葉

i

i

6 3 4 須恵器 林 里垂
蔓良二　Eヨ

体部 外面 ロ 正位 第86号住居跡 9 世紀後葉

6 3　5 須恵器 杯 里童
琶豪三　日

休部 外面 ［コ 正位 第86号住居跡 9 世紀複葉

7 6 4 須恵器 林 里壷 体部 外面 天ヵ 止位 第15号掘立柱建物跡 9世龍末葉
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の土師器杯に墨書された文字は2文字以上であり，2文字目は鴫名郷の「鴫」である可能性が考えられる。第

35号住居跡からも2点の墨書土器が出土しているが，当跡は竃2の廃絶にあたって儀式が行われた可能性のあ

る住居跡であり，墨書土器も儀式に関与する遺物の可能性が考えられる。

各時代の文字資料について概観してきたが，当遺跡の文字資料について考えてみたい。8世紀前葉は箆書や

刻苦が確認されたのみで墨書の確認は8世紀中葉以降になることから，当遺跡に墨書が出現するのは8世紀中

葉以降であると考えられる。また，当遺跡への文字資料の浸透は，道教の睨符などを用いた魔除けの記号や文

字の導入が契機になった可能性が考えられる。前述の千葉県柏市花前遺跡が製鉄遺跡であったように，8世紀

の鍛冶工房跡が存在する鍛冶関連遺跡の当遺跡に，道教的なまじないが浸透してきた可能性が考えられる。9

世紀の文字資料の様相は，一般的な墨書土器と同様に「八万」「栄カ」等のように吉祥句的な文字に変化する。し

かし，横位に記された文字や内面への墨書の出現は，依然としてまじない的な要素をもった墨書土器の用途を

想定することが可能で，今後さらに検討を重ねる必要があると考える。また，9世紀の墨書土器がある特定の

住居跡からのみ出土することからも，墨書土器を保持する人々が限定されていた可能性が考えられる。墨書土

器をはじめとする文字資料については不明な点が多々あり，周辺遺跡からの調査成果の蓄積を加味して当遺跡

の文字資料の検討を深めていく必要性がある。

5　出土遺物からみた島名八幡前遺跡

当遺跡が位置する古代河内郡には，郡街関連集落である東岡中原遺跡，嶋名郷の拠点的集落である島名熊の

山遺跡，一般集落である柴崎遺跡が存在している。これら3遺跡の出土遺物と当遺跡出土の遺物を比較検討す

ることによって，当遺跡についてさらに検討を加えたいと思う。

侠膳具の中でも，須恵器高盤や盤類，円面硯は，集落の性格が官的なものに近づくほど出土率が高まる傾向

がみられる8）。東岡中原遺跡では盤14％，高盤6％，円面硯7点，島名熊の山遺跡では盤10％，高盤3％，円面

硯6点，柴崎遺跡では盤6％，高盤1．7％，円面硯2点という結果が得られた。当遺跡では盤8．8％，高盤3．1％，

円面硯1点の結果が得られ，拠点的集落である島名熊の山遺跡とほぼ同様の数値であることが確認できた。当

遺跡における高盤・盤類の割合が島名熊の山遺跡とほぼ同様であることは，2遺跡の関係の深さを立証できる

データと考えられる。

施粕陶器の出土は，東岡中原遺跡では灰粕陶器15．4％，緩和陶器3．7％，島名熊の山遺跡では灰粕陶器工9％，

緩和陶器0。07％，柴崎遺跡では灰粕陶器0．88％，緑粕陶器0％の結果が得られた。当遺跡では灰粕陶器3．03％，

緑粕陶器0％の結果が得られ，緩和陶器の出土はないものの灰粕陶器の出土割合で島名熊の山遺跡の1．5倍で

あることが確認できた。施粕陶器の出土時期は，8世紀に数点みられるが，全体の7割以上が9世紀後半のも

のである。この傾向は，茨城県内の施粕陶器の出土傾向と合致している9）。当遺跡の施粕陶器は，折戸10号窯式

から窯笹90号窯式まで長期間にわたる製品が出土していることも特徴の一つである。施粕陶器は，高盤・盤類

同様に官的集落ではまとまった量を保有し，一般集落ではわずかな量しか保持できないという傾向がみられる。

拠点的集落である島名熊の山遺跡は官的集落と一般集落の中間の数倍を得たわけであるが，当遺跡がその上5

倍の数値を得た背景を考える必要がある。

生産関連遺物として，紡錘車，刀子，鎌・鋤先の出土数を住居跡数に対する割合で示してみると，東岡中原

遺跡では手工業に関わる紡錘車や刀子の割合が高い。島名熊の山遺跡は，東岡中原遺跡と同様に紡錘車や刀子

の割合が高いが，農業生産に関わる鎌や鋤先の割合も高くなっている。当遺跡は，刀子や紡錘車（軸と推定さ

れる鉄製品を含む）は東岡中原遺跡とほぼ同様の割合を示し，鎌e鋤先は鎌のみの出土で熊の山遺跡と同様の
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官衛系遺物（高盤・盤）

鍛冶関連遺物・刀子

施粕陶器・搬入土器（東海系）

生産関連遺物（鎌・紡錘車）

第294図　島名八幡前遺跡奈良・平安時代主な遺物出土分布図
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住屠跡　　 官簡素遺物　 ！ 鉄製品

番号　諦十盤匝顔撒中野桓司錬

i 施孝臓器 汎一。。i 鍛冶関連遺物　 上 †プ洩　 備　 考

搬入土益i 銑　浮 Lその他　　　　　　　　　　 （時　期ラ

2iii．i巨斗可 i ！　　恒轍摘
4iii＋ii巨可 ！ ！　　恒螺摘
5！「！＋巨つ＋ii i 匝石ユ　　恒脾臓
6ii’i＋ii＋ii 猿投齢潮目 i　　恒轍摘
8　iiiii巨長瀬瓶　斗H十 i i不順製品ユ　恒紀前葉
9iiiii2ii i ！　　恒紀中葉
ヱ5！＋i主上！＋ii ふ羽ロバ　　　恒紀複葉
けi＋i’ii＋！＋ii i i鉄凱　i8幌前葉
2日 i i　　 巨　製li 高台付椀　K摘）猿投産髭頸瓶中津磯状＝ i不明鉄製品ま　恒紀夜業

飢！ト繍1！＋i上中 i ！　　恒柑橘
i22iiii巨ii i ！　　恒螺摘
㌃T i＋！i＋i巨可 i 桓ユ　i9世紀中葉
i26！桓如i「i＋iiii i J＋i i i　　恒紀複葉
27「‖＋i＋［！＋ii i 桓ユ　　恒腑醗
2中i　　　巨ii ！ 恒会則　恒妃前葉
3日＋i主上！＋ii ！ 桓l　ほ貰紀前葉～
35iiii＋巨ii i ！　　恒轍繍
4日＋i主上i＋ii 恒㈲… i　　恒螺臓
45！＋i主上i＋i‖ i i不明鉄製品l恒紀中葉
52！＋i主上i＋ii 踊顔劇可 ！　　恒妃前葉
53i＋i主上！＋ii 梱産高輌中 i　　恒蛇摘
57！！ii＋巨ii i i　　恒糾葉
67ii主上！＋ii猿投産長頸瓶，高台付椀K摘） ！ i　　磯野斬
68iiiiii酎！水瓶「別邸 i ！　　恒榊葉
7複i＋i主上！＋ii i 羽日日　　 i8醜前葉
符ii＋「！＋ii＋巨猿投産長頸瀾乱長瀬瓶日日事 ！ 桓ま　　極細摘
鋪「中軸巨！恒　　巨猿投産長頸瓶2東海産地且　恒磯状＝金床石車石且　　協業糾葉～
鋸「ト抽1！＋ii！ i i不明鉄製品ユ　恒糾葉
83iiiiii触i長頸瓶K摘泊，猿投産長頸瓶 i i　　恒腑鯛
84i主上i＋i＋ii i 巨ルリ鍵ユ　協業妃中葉′～
85［桓融「i＋i上欄 i ！不糊射＝　巨欄服薬；
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割合を占めている。刀子の出土割合が非常に高いことが注目される。

以上，出土遺物の傾向を概観してきた。盤類ゆ高盤8生産関連遺物の出土状況は，鴫名郷の拠点的集落であ

る島名熊の山遺跡とほぼ同様の結果を示している。当遺跡の盤類・高盤e生産関連遺物の出土割合が島名熊の

山遺跡と同様の数値を示したことは，島名熊の山遺跡との関係が深いことを立証するデータの一つと考えられ

る。東岡中原遺跡をしのぐ刀子の出土割合や島名熊の山遺跡をしのぐ灰粕陶器の出土割合については，筆者が

浅学のために理由は不明である。しかしタ　当遺跡が鍛冶関連遺跡であることにその遠因を求めることができる

可能性も考えられる。当遺跡は，灰粕陶器や刀子の問題はあるが，緩和陶器を出土していない点や円面硯の確

認数の少なさなどを加味して考えれば，拠点的集落に付随する遺跡である可能性が高いと考えられる。

6　遺跡西部の太形住居跡

8世紀代の当遺跡西部には1辺6mを超す大形住居が建て替えをしながら密集して存在している。大形住居

は掘立柱建物跡を伴い，当期の中心地区らしい景観を備えていたものと考えられる。その中でも，第80号住居

跡はひときわ住人の権勢の強さを感じさせる。

第80号住居跡は総柱式の第13A o B号掘立柱建物跡を伴う長軸7。3m，短軸6．3mの大形住居跡で，土師器片

摘0点弱　須恵器片舗点ほどが出土している。注目される遺物としてタ須恵器高盤2点，須恵器盤類6氏円

面硯1点，刀子6点，鎌2点夕　灰稚陶器2点，東海産と思われる施主私　鉄淳・金床石各主点があげられる。

官的様相の伺える須恵器高盤の盤類の集中と円両税の出土は権力の大きさをあらわすと思われ，鍛冶関連遺物

や鉄製品の集中からほ当遺跡の基幹産業である鍛冶生産への影響の大きさをあらわしていると考えられる。ま

た夢　灰布陶器や東海産の搬入土器の存在は物資流通の恩恵を受けることが可能であったと考えられる。

この遺跡西部に代々居住する人々は当集落の中心人物であり　第鋤号住居跡の時期には島名熊の山の集落の

有力者と比肩するだけの権勢を持ち合わせていた可能性が考えられる。

島名八幡前遺跡の性格

いくつかの側面から島名八幡前遺跡の性格に若干の考察を行ってきたが，少しずつ当遺跡の性格が見えてき

たように思う。当集落はタ　6世紀後半に行われた台地上の開拓に端を発して成立し，島名熊の山の集落の南西

部に存在した鍛冶関連集団の移住によって8世紀からの繁栄を生み出したと考えられる。当集落の繁栄は島名

熊の山の集落抜きには考えられず警　官的性格の遺物や生産関連遺物の出土状況から考えても島名熊の山の集落

の機能を補完する重要な集落と位置付けられると考える。第80号住居の住人やその一族が島名熊の山の集落の

有力者層とどのような関係にあったかも明らかにしていきたい点である。島名熊の山遺跡から出土している文

字資料が集団の帰属や集落内の施設等に関わるものであるのに対してタ　当遺跡の文字資料がまじない的な色合

いを強くしているのは特徴的である。これは当遺跡が鍛冶関連遺跡であることに遠因が求められるかもしれな

いがプ　今後の検討課題といえる。また芦　灰庵陶器の出土割合の高さや鍛冶工房への原料鉄調達，製品の消費地

などの点からタ　島名熊の山の集落の介在も含めた物資の流通の問題も解決されてはいない。浅学のため解決の

糸ロも兄い出せないまま筆を置くことは甚だ残念であるが，今後の調査成果を含めた古代鴫名郷の様相の解明

に期待しつつ，今後も検討を続けていきたいと考えるし、

註

自稲田　義弘「熊の山遺跡」膵茨城県教育財団文化財調査報告書　第190集）2002年3月
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2）寺門　千勝「島名前野東遺跡」（『茨城県教育財団文化財調査報告割第191集）2002年3月

3）岩手県立博物館赤沼英男氏のご教示による

4）奈良。平安時代研究班「茨城県城における文字資料集成1～3」『研究ノート』9～11号茨城県教育財団2000～2002年

5）高島　英之『古代出土文字資料の研究』東京堂出版　2000年9月

6）千葉県文化財センター『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書Ⅲ』1985年3月

7）平川　南『墨書土器の研究』吉川弘文館　2000年11月

8）白田　正子「常陸国河内郡の官街と集落」『板東の古代官衛と人々の交流』埼玉考古学会　2002年11月

9）奈良・平安時代研究淡「茨城県域における施粕陶器の検討（1ト（5）」『研究ノート』4～8号茨城県教育財団

1995～1999年
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紺

島名八幡前遺跡出土鉄淳の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館　　赤沼英男

1　はじめに

茨城県つくば市に所在する島名八幡前遺跡は，平成13年に発掘調査された遺跡である。調査の結果，8世紀

前葉に比定される竪穴住居跡が検出され，住屠跡内ほぼ中央部に地面をボール状に掘り込み構築された鉄関連

炉跡が確認された。住居跡内北壁付近の床面からは羽目がまとまって，住居跡内東側床面からは鉄淳が見出さ

れている。

開放形の炉跡であること，検出された鉄淳の中に薄片状を呈する資料が確認されたことをふまえ，住居跡内

では鉄淫が固着した鉄を加熱の鍛打する操作（鍛冶）が行われていたと考えられたが，生産活動内容について

詳述することは国難とされた㌔

鉄淫の成因を推定する方法の一つに出土遺物の金属考古学的調査がある。鉱産の出土状況と外観形状に芦　金

属考古学的調査によって明らかにされた化学組成および鉱物組成を加味し，それらを多面的に検討することに

よって，生産活動内容の推定が可能となる。炉跡に伴って出土した鉄淳を金属考古学的に調査した結果，住居

跡内では銑鉄を脱炭して鋼を製造する操作が実施されていたものと推定された。以下に金属考古学的調査結果

を報告する。

2　調査資料

金属考古学的調査を行った資料は粒状洋上真，椀形淳2点の3資料である。表1に検出遺構，資料番号，資

料名，推定時期を示す1）。

表1　調査資料の概要

N o ． 検 出遺構 資料番号 資料名 推定年代

1 S I－42 19 粒状荏 8世紀前葉

2 S 「42 130 椀形淳 8世紀前葉

3 S I－42 111 椀形淳 8世紀前葉

注1）No．ほ分析番号，検出遺構，資料番号，資料名，推定年代は茨城県教育財団青木仁昌氏による。

3　調査試料片の摘出

粒状淳はダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下，ハンドドリルという）を用い，中心部分で

2つに切断し，一方を組織観察に，他方を化学成分分析に供した。椀形淳についてはハンドドリルで図2al・図

3alの矢印で示した位置に深さ1～2cmの切り込みを入れ，それぞれの切り込み面から0．5～1gの試料片2個を

摘出した。摘出した試料片のうち大きい方を組織観察に，小さい方を化学成分分析に用いた。
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4　調査方法

組織観察用試料片はエポキシ樹脂に埋め込み，エメリー紙，ダイヤモンドペーストを使って研磨した。研磨

面を金属顕微鏡で観察し，成因を推定するうえで重要と判断された鉄淳中の鉱物欄を，エレクトロンeプロー

ブゆマイクロアナライザ一　雄PMA）で分析した。化学成分分析用試料片は外表面に付着する土砂を除去す

るため，エチルアルコール，アセトンで超音波洗浄した。試料片を130℃で2時間以上乾燥し，テフロン分解容

器に直接秤量して，塩酸，硝軋　フツ化水素軋　および蒸留水を加え密栓した後，マイクロウエーブ分解装置

を使って分解した。溶液を蒸留水で定溶とし，T。Fe　全鉄工Cu　銅）テ　マンガン（Mn）タ　ニッケル　Ni上　コ

バルト（Co），リン（P），チタン（Ti），ケイ素（Si），カルシウム　Ca上　アルミニウム（Al），マグネシウ

ム（Mg），バナジウム（V）の12元素を誘導結合プラズマ発光分光分析法（ICP－OES法）で分析した。

5　調査結果

5－1　鉄淳の化学組成

No。1，No．2Sal，およびNo。3のT。Feは58～62％で，8～15％のSi，上5～3．5％のAlを含有する。Noo2Sa2

から摘出した試料のT。Feは12．08％，Si，Alはそれぞれ31．9％タ9。33％である。4試料はいずれも粘土状物質と

酸化鉄が反応して生成した鉄淳で，No。2Sa2は主として粘土状物質からなるとみることができる。

5－2　鉄淳から摘出した試料片の組織観察結果

No。1から摘出した試料片の中心部は空隙でタ　その回りは厚さ約500〃mの鉄淳からなる（図Ialebl）。枠内部

のEPMAによる組成像（COMP）は，灰色のウスタイHW緑化学理論組成FeO）を暗灰色のFeO…CaO…A1203…

SiO2系ガラス質ケイ酸塩（S）が取り囲んだ組織によって構成される（図1C卜4）。

No。2（図2al）の凸部外表面には褐色を皇しぎ　溶融または部分溶融した粘土状物質が固着している（図2bl）。粘

土状物質部分（マクロ組織領域Rl内部）は主としてガラス化した領域からなり，酸化ケイ素と思われる化合物

（Q）が点在する（図2cl）。粘土状物質の内側（マクロ組織領域R2内部）には，灰色で粒状のウスタイト（Wの，

やや暗灰色を皇したFe－T上A1－0系化合物（ⅩT），FeO－MgO－SiO2系化合物（Fa），およびFeO－CaO－A1203－

K20－Na20－SiO2系ガラス質ケイ酸塩中に微細な結晶が残存したマトリックス（M）からなる鉄津が残存する（図2d1－3）。

No。3から摘出した試料片は鉄淳に錆が混在した資料である（図3al。bl）。鉄淳部分にはウスタイト（Wの，

Fe－A1－0系化合物（Ha），FeO」舅02系化合物（Fa）が残存している（図3cl2）。錆内部には直径1〃m未満の金

属光沢を皇する微細粒子が点在しており，EPMAによって銀（Ag）を主成分とし芦微量のイオウ（S）を含有する

化合物であることが確かめられた（図3d12）。

表2　分析結果

N o ． S a

化　　 学　　 成　　 分 （m a s s％）
鉱物組成

T ．F 〔l C u M n N i C o P T i S i C a A l M g V

1 － 6 1．7 2 0．0 09 0．03 1 0．00 4 0．0 1 6 仕07 0．122 11．8 0．32 7 1．7 1 0．19 9 ＜0．0 0 1 W Ll，S

2

1 5 1．53 0．0 0 5 0．0 5 8 0．00 1 0．0 08 0．09 0 ．4 55 14．9 0．58 3．44 0．39 1 0．00 4 W tl，ⅩT ，F a，M

2 1 2．0 8 0．0 04 0．0 94 0．00 1 0．0 04 0．07 0．6 24 31．9 0．58 7 9．33 0．4 2 5 ＜0．0 01
－

3 － 58．0 4 0．0 08 0．0 24 0．00 6 0．0 19 0．0 7 0．108 8．2 8 0．54 0 1．5 1 0．2 50 ＜0．00 1 W tl，H a、F 孔M

注1）No．は表1に対応。

注2）化学成分分析はICP－OES法による。

注3）Wu：ウスタイト（化学理論組成FeO），ⅩT脛e－TトAト0系化合軌Fa：FeO－MgO－SiO2系化合軌M：マ巨ノッ

クス，－：分析せず．
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6　考察

6－1　推定される古代の鋼製造法

古代の鋼製造法については幾つかの方法が提案されており，見解の一致をみるにいたってはいない。その主

因は，原料鉱石〔砂鉄もしくは鉄鉱石2コ〕を製錬して得られる主生成物の組成についての見解の相違にある。

製錬産物である鉄は炭素量に応じ，鋼と銑鉄の2つに分類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘

出し，含有される不純物を除去するとともに，炭素量の増減を行って目的とする鋼を製造する。そのようにし

て製造された鋼を使って，製品鉄器が製作されたとする見方がある4）。製錬炉で直接に鋼がつくり出されると

いう意味で，この方法は近世たたら吹製鉄における紐押法5）によって生産された鉄塊を純化する操作に近似す

る。また，この方法によって得られた鉄〔炭素量が不均一で鉄淳が混在した鉄（主に鋼からなるが銑鉄も混在

すると考えられている）〕を精製し目的とする鋼に変える操作は，精錬鍛冶4）と呼ばれている。古代に鋼を溶融

する技術は未確立であったと考えられるので（溶融温度は炭素量によって異なるが，炭素量0．1～0．2％の鋼を溶

融するためには炉内温度を1550℃以上に保つ必要がある6）），主として鋼から成る鉄から鉄淳を分離・除去する

際の基本操作は加熱の鍛打によったと推定される。組成が不均一な鉄から純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶

という用語が用いられたのは，上述によるものと推察される。

一方，おびただしい数の鉄仏や鉄鍋，鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように7）8），遅くとも9世紀

には銑鉄を生産する技術，すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする見方が出されてい

る9）。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また，生産された銑鉄を脱

炭することにより鋼の製造も可能となる。この方法による鋼製造は，銑鉄を経由して鋼が製造されるという意

味で，間接製鋼（鉄）法10）に位置づけられる。

銑鉄を脱炭する方法の一つとして，近世たたら吹製鉄における太鍛冶5）がよく知られている。たたら吹製鉄

には銑押法と紐押法の2つの方法がある。後者における生産の主目的物は拇鉄（主として鋼からなる鉄塊），前

者は炉外に流し出される銑鉄で，副生成物として炉内に鍵鉄もできる。銑押法において鍛鉄は操業の妨げにな

るので，鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようっとめたという。このようにして生産された銑鉄は鍛冶

場に運ばれる。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み，その上に銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね，さら

に小炭で覆った後底部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内部にあるものから溶融し言南下する。この時，羽

目付近の酸化性火？にふれ酸化され，鋼（左下鉄）となる。ここまでの操作は「左下」と呼ばれる。左下鉄は

製錬時の副生成物である拇とともに再度同じ火床炉にアーチ状に積まれ，上述と同様にして脱炭が図られる。

脱炭が十分に進んだところで金敷の上にのせ，加熱e鍛打によって鉄淳の除去と整形がなされる。後者は「本

場」と呼ばれる。上記の「左下」と「本場工　2つの操作を経て包丁鉄を造る方法が大鍛冶と呼ばれているIl）。

上述から明らかなように，太鍛冶における「本場」の操作内容は出発物質こそ異なるものの，基本的に先に述

べた精錬鍛冶とほぼ同じとみることができる。

太鍛冶では空気酸化により局所的に銑鉄の脱炭が図られるが，溶銑（溶融した銑鉄）を準備し，太鍛冶と同

じ原理によって脱炭する方法が古代に行われていたとする見方が出されている12ト14）。この方法の場合，溶銑の

確保とそれを脱炭するための設備・道具が不可欠であり，現在その点についての検討が進められている。

上記から明らかなように，鉄に関する生産設備として少なくとも①製錬炉，②溶解炉，③精錬炉，④鍛冶炉

の4つがあった可能性がある。さらに，製錬炉としては主として銑鉄を生産するための炉と鋼を生産するため

の炉が，精錬炉については銑鉄を局所的に溶融し脱炭するための炉と溶融を準備した後それを脱炭して鋼を製

造する炉が，鍛冶炉については精錬鍛冶と小鍛冶があった可能性があり，検出された炉跡の残存状況と出土資
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料の形状でただちに機能を決定することはきわめて危険である。以下では，この点に留意し，考古学の発掘調

査結果と出土鉄淳の金属考古学的解析結果を基に，鉄淀の成因について検討することとする。

6－2　SI－42鉄関連遺構の検出状況

S「42鉄関連炉跡は住居跡のほぼ中央に設置されている。本誌別掲の発掘調査結果に基づけば，鉄関連炉は

以下の手順で構築されたものと推定される。

①　地面を堀窪め，底部から側部に粘土を張り，直径約25cm言莱さ約10cmのボール状（半球状）とする。

②　ボール状遺構の真南に平面が長軸約40cm，短軸約20cmの長方形で，深さが約10cmの直方体ピットを造り，

ピットと①のボール状遺構をピットからボール状遺構に向かって緩やかに傾斜した巾約5cmの溝でつなぐ。

ボール状遺構底部の粘土は青灰色を皇し固く焼きしまっており，青灰色を皇する領域の上部側面は黒褐色を

呈する領域と赤褐色を皇する領域が混在する。鉄関連炉が検出された住居跡北面からは，羽目がまとまって検

出された。残存状況の良好な羽目の断面は，外形が直径5．5C勘気遺内径が直径2．2cmの円形を皇し，先端に向か

って先細る。①と②をつなぐ溝と羽目の外形がほぼ合致することをふまえると言酎こ羽目が設置され，ボール

状遺構内部に向かって空気が送り込まれ，青灰色を呈する領域の上部で反応が進行したものと推定される。青

灰色を皇する粘土に鉄淳の固着はなく，酸化鉄のしみ込みもみられない。青灰色を呈する粘土のうえに，反応

を進行させる設備があり，ボール状遺構真南にある直方体形のピットには，送風設備が設置されていたものと

考えられる。

6－3　遺物の組成と鉄関連遺構の検出状況から推定される鉄淳の成因

金属考古学的調査を行った3点の鉄淳は粒状または椀形を呈する。No∴日はほぼ溶融状態にあった鉄淳に気

体が取り込まれ生成した資料である。N0．2の外表面は溶融または部分溶融した粘土状物質に酸化鉄がしみ込

んで生成した物質で覆われていて，その内側には少量のチタン化合物が残存した鉄淳が残存する。N0．3は鉄

淳と錆が混在した資料で，錆中には硫化銀と推定される粒子が点在する。No．2およびNo。3鉄淳の凸部外表

面に木炭の噛み込みはみられない。

6－2で述べたSI－42号住居跡鉄関連炉跡の検出状況に基づけば，炉は開放形で地表面付近の側壁には空気

中の酸素がよく行き渡っていたものと推定される。検出された炉跡が製錬に使用された可能性は乏しく，遺跡

内およびその周辺からとりべ，るつぼ，および鋳型が未検出であることから，そこで鋳造操作が行われていた

ことを主張することも難しい。精錬または精錬鍛冶のいずれかの過程で生成した可能性を考えることができる。

精錬鍛冶における出発物質は主として鋼からなり，相当量の鉄淳が混在した組成が不均Wルーな鉄である。木炭

の燃焼熱による炉内到達可能温度を考慮すると，主として鋼からなる鉄を溶解することは困難であり，純化の

操作は基本的に加熱・鍛打によったとみなければならない。この操作では鉄塊に付着または鉄塊中に固着する

鉄淳が破砕され除去される。その過程で飛散した鉄淳が炉内に入り，炉材粘土と反応しながら溶融もしくは部

分溶融した後，炉底にたまり固化する。検出された炉跡が精錬鍛冶に使用されたという見方に立てば，金属考

古学的調査を行った資料No．2およびN0．3は，その形状から炉床部において生成したとみる必要がある。

No．2およびNo．3鉄淳が炉底部で生成した場合，熱源である木炭が共存しているので，鉄淳中にある程度の木

炭が噛み込まれるはずである。上記2点の鉄淳には木炭の噛み込みや固着はみられない。熱源である木炭と反

応サイトとが分離された状況下において生成した鉄淳の可能性があり，精錬鍛冶ではNo。2およびNo。3鉄淳

の形状と組成を説明することが難しい。
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①No．2，No・3鉄淳が椀形を呈すること，②No。2鉄淳の凸部に溶融または部分溶融した後固化したと推定

される粘土状物質が付着していること，③木炭と反応サイトとが離れた位置にあった可能性が高いこと，④ボ

ール状設備の中に気道内径が202cmの羽口先から空気が送り込まれていたこと15）を考え合わせると，SI－42号住

居跡では，椀形を皇する容器の中に溶銑を造り，空気酸化によって溶銑を脱炭して鋼を製造する操作（精錬）

が行われていた可能性が高いと筆者は考える。

No言の粒状淳は精錬過程で生成した鉄津に羽口先から送風された空気が取り込まれ，球状化したもの，

No言上3椀形淳中の酸化鉄は銑鉄の一部が再酸化し粘土状物質と反応して生成したもの，No．2鉄淳中の鉄チ

タン酸化物は粘土状物質中に残存するチタン鉱物と酸化鉄との反応生成軌　あるいはチタン化合物を含む物質

の道産材としての使用のいずれかである。この点については，炭素含有量の異なる鋼の造り分けを考慮に入れ，

その成因を検討する必要がある。

精錬を想定した場合，銑鉄の入手方法が問題となる。精錬鍛冶の出発物質である組成が不均一な鉄はしばし

ば「荒鉄」と呼ばれる4）が，最近の文献資料の研究によってそれは「銑鉄」であり，その流通は平安末まで遡る

可能性のあることが指摘されている12）13）。東京都多摩市別所遺跡や岩手県平泉町柳之御所跡からは鉄鉄塊が兄

いだされ，金属考古学的調査によってそれらは他地域からもたらされた可能性の高いとする見解が提示されて

いる16）。No・3鉄淳に混在する鉄錆の中に銀化合物が点在している。精錬過程で銀化合物を含む物質が使用さ

れた，あるいは出発物質として使用された原料銑鉄に硫化銀と推定される化合物が含まれていたという見方を

とることができる。後者の場合，使用された原料銑鉄は，特異な組成の鉄鉱石を始発原料とし，他地域から侠

給された可能性が高い。この点については，周辺地域から出土したほぼ同時代に比定される鉄器・鉄塊の組成

と比較を行いながら，解明する必要があろう17）。

これまで古代の鋼造りは直接製鋼法を基軸に検討されてきたきらいがあったが，銑鉄の生産と流軋および

銑鉄を素材としての鋼の製造と鋼製鉄器の製作という一連の生産方法を考慮に入れて，古代。中世における鉄・

鉄器生産を研究する必要がある。この間題意識の基に鉄関連遺構の発掘調査が進められ，生産設備の復元や使

用された道具の解明がなされれば，古代の鋼製造法の実態に迫ることができるにちがいない。
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128　　　　　16匂 28日　　　　　　248

別∋　　　　　128 柑8　　　　　～88　　　　　2引〕

mm　　　　　　　白田　　　　上肋 12田　　　　川の 168　　　188

図1N0．1の外観と摘出した試料片の組織観察結果

al：外観，矢印は試料片摘出位置。bl：摘出した試料片のマクロ組織。C1－4：blの枠で囲んだ内部のEPMA

による組成像（COMP）と定性分析結果o Wtl：ウスタイト，S：ガラス質ケイ酸塩。
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図2　N0．2の外観と摘出した試料片の組織観察結果

al：外観，矢印は試料片摘出位置。bl‥摘出した試料片のマクロ組織。Cl：b傾城Rl内部のミクロ組織。Q：

酸化ケイ素，S：ガラス質ケイ酸塩。d1－3：領域R2内部のEPMAによる組成像と定性分析結果。Wtl：ウス

タイト，XT：Fe－Ti－A1－0系化合物，Fa：FeO－MgO－SiO2系化合物，M：マトリックス
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図3　N0．3の外観と摘出した試料片の組織観察結果

al：外観，矢印は試料片摘出位置。bl：摘出した試料片のマクロ組織。Cl＿5：blの領域Rl＿3内部のEPMAに

よる組成像（COMP）と定性分析結果。Wil：ウスタイト，Ha：Fe－Aト0系化合物，Fa：FeO－SiO2系

化合物，M：マトリックス。
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第10号住居跡完掘状況

第16号住居跡完掘状況



第40号住居跡竃遺物出土状況

第40号住居跡炭化材出土状況



∵㍉㍉第54号住居跡完掘状況

第55号住居跡遺物出土状況



第70号住居跡遺物出土状況

第70号住居跡遺物出土状況

第96号住居跡遺物出土状況



第1号住居跡竃完掘状況

第3号住居跡完掘状況



第4号住居跡完掘状況

第5号住居跡完掘状況



第9号住居跡遺物出土状況

第9号住居跡Pl遺物出土状況

第12号住居跡遺物出土状況



PL　9
‾‘　　．・

第13号住居跡遺物出土状況（1）

第13号住居跡遺物出土状況（2）

第15号住居跡完掘状況



第20号住居跡完掘状況

第20号住居跡竃遺物出土状況

第21号住居跡遺物出土状況



第22号住居跡遺物出土状況（1）

第22号住居跡遺物出土状況（2）

第26号住居跡完掘状況



第27号住居・跡完掘状況

第28号住居跡完掘状況



第31号住居跡竃遺物出土状況

第33号住居跡遺物出土状況



第35号住居跡完掘状況

第35号住居跡竃2遺物出土状況



第41号住居跡遺物出土状況

第43号住居跡竃遺物出土状況

第46号住居跡完掘状況



第48号住居・跡竃遺物出土状況

第49号住居跡竃遺物出土状況

第49・50号住居跡完掘状況



第5



第58号住居跡完掘状況

第59号住居跡完掘状況



第61号住居跡竃遺物出土状況

第64号住居跡竃遺物出土状況

第65号住居跡完掘状況



第66号住居跡完掘状況

第67号住居跡竃完掘状況

第68号住居跡完掘状況



第69号住居跡完掘状況

第77号住居跡炭化材出土状況

第77号住居跡竃遺物出土状況



第78号住居跡完掘状況

第80号住居跡完掘状況

第80号住居跡遺物出土状況



第81号住居跡遺物出土状況

第83号住居跡遺物出土状況

第86号住居跡遺物出土状況



第88号住居跡竃完掘状況

第90号住居跡遺物出土状況



第92号住居跡竃遺物出土状況

第93・94・97住居跡完掘状況

第93・94・97住居跡

遺物出土状況



第95号住居跡完掘状況

第97号住居跡完掘状況

第97号住居跡置き竃出土状況



第98号住居跡完掘状況

第1号鍛冶工房跡完掘状況

第1号鍛冶工房跡遺物出土状況



第2号掘立柱建物跡完掘状況

第6号掘立柱建物跡完掘状況



第7号掘立柱建物跡完掘状況

第11号掘立柱建物跡

遺物出土状況

第12号掘立柱建物跡完掘状況



第14号掘立柱建物跡完掘状況

第16号掘立柱建物跡完掘状況



第19号土坑遺物出土状況

第21号土坑遺物出土状況
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第242号土坑遺物出土状況

第1号大形竪穴状遺構

完掘状況



第1号大形竪穴状遺構

遺物出土状況

第2号大形竪穴状遺構

完掘状況

第2号大形竪穴状遺構

遺物出土状況





第1A・B号地下式墳

完掘状況

第2A・B号地下式場

完掘状況

第3号地下式墳完掘状況



第5号地下式塘完掘状況



第4号方形堅穴遺構完掘状況



第62号土坑遺物出土状況

第132～135・138～150

223・224号土坑完掘状況

第168～178・186・187・

191～196・208～221完掘状況
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S127－228
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S152－354
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S180－503
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SI80－499

SI80－568
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S186－637
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第1号大形竪穴状遺構－778

S188－654
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第2号大型竪穴遺構－734

一▲・，三

第1号大形竪穴状遺構－779

第1号大形竪穴状遺構－780

第1号大形竪穴状遺構－782

第1号方形竪穴遺構－853

SD1－826

第4B号地下式壊一807

第2号大型竪穴遺構－736

第2号大型竪穴遺構－737

SD1－820
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第2号大形竪穴状遺構一

TP80　　SK19TP131　　　　SB2rTP132

第1号大形竪穴状遺構－

791

第2B号地下式墳
TP95







第1号鍛冶工房跡－DP11 第1号鍛冶工房跡－DP12

S197－DP33



遺構外－DP29　　追構外－DP28 SK22－Q24

Sl13－DP7　　　　　S143－DP13

SI97－DP34

Sl80－Q19

第1号鍛冶工房跡－Q13

S169－Q16

S161－Q15



S120－M27

S旧4－M79
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SI45－M45

S153－M48
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S195－M96

SI20－M26
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第1号鍛冶工房跡－M152

嘲嘩些聖契砂

第1号鍛冶工房跡一M153

感喝聡

盛陸曹
SI24－M32

S121－M29

一千二∴二二二；‾

S168－M60

坤伊〆繹

S183－M78

表

地下式壊－M112　SD1－M115　　遺構タトM132　遺構タトM133

叫確論嘩感撃要撃
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‘‾　誓．三三

♂増㌢－77＿M6。



S181－T5

119　　　遺構タトTP120

遺構外TP123　　遺構外TP124 遺構タトTP129

道構外イP130

遺構タトTP128

遺構外イP126
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遺構外－Q79　　　　遺構外一Q80

遺構外－Q63　　　　遺構外－Q69

遠構外－050　　　　遺構外－Q52

遺構タトQ82

〕
二 遺構タト046
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島名八幡前遺跡遺構全体図
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付図　島名八幡前遺跡遺構全体図「茨城県教育財団文化財調査報告第201集島名八幡前遺跡」
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